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第１章  開催趣旨  

「海の復権」  

「 島 の お じ い さ ん お ば あ さ ん の 笑 顔 を 見 た い 。」 ― そ の た め に は 、

人 が 訪 れ る “観 光 ”が 島 の 人 々 の “感 幸 ”で な け れ ば な ら ず 、こ の 芸 術 祭

が 島 の 将 来 の 展 望 に つ な が っ て 欲 し い 。 と い う こ と が 、 こ の プ ロ ジ

ェ ク ト で 当 初 か ら 掲 げ て き た 目 的 ＝ 『 海 の 復 権 』 で す 。  

世 界 の グ ロ ー バ ル 化・効 率 化・均 質 化 の 流 れ の 中 で 、島 々 の 人 口 減

少 、高 齢 化 の 進 行 、地 域 の 活 力 の 低 下 が 顕 著 と な り 、島 の 固 有 性 は 失

わ れ つ つ あ り ま す 。 私 た ち は 、 美 し い 自 然 と 人 間 が 交 錯 し 交 響 し て

き た 瀬 戸 内 の 島 々 に 活 力 を 取 り 戻 し 、 瀬 戸 内 が 地 球 上 の す べ て の 地

域 の『 希 望 の 海 』と な る こ と を 目 指 し 、瀬 戸 内 国 際 芸 術 祭（ 以 下「 芸

術 祭 」 と 表 記 し ま す 。） を 開 催 し て い き ま す 。  

2010 年 か ら 始 ま っ た 芸 術 祭 は 、 2013 年 の 第 2 回 芸 術 祭 か ら 春 ・

夏 ・ 秋 の ３ シ ー ズ ン に 分 け て 開 催 し た こ と に よ り ほ ぼ １ 年 間 が 会 期

と な り 、 ま た 芸 術 祭 会 期 以 外 の 通 年 の 活 性 化 も 含 め て 、 毎 年 続 く 事

業 に な り ま し た 。 第 2 回 芸 術 祭 以 降 、 会 場 は 12 島 と 拡 大 し 、「 あ る

も の を 活 か し 新 し い 価 値 を 生 み だ す 」と い う 当 初 か ら の 方 針 の も と 、

現 代 ア ー ト の 作 家 や 建 築 家 と 、 そ こ に 暮 ら す 人 々 と の 協 働 に よ り 、

さ ら に 地 域 の 資 源 が 生 き 返 り ま し た 。 ま た 、 そ れ ぞ れ の 島 が 持 つ 特

色 の 違 い を 浮 き 彫 り に す る こ と は 、 空 間 を 巡 る 旅 で あ る だ け で は な

く 、 こ の 列 島 が 辿 っ て き た 時 間 を 巡 る 旅 に な り ま し た 。 遥 か 三 万 年

以 前 、海 上 の 道 を 経 て イ ヴ（ ホ モ サ ピ エ ン ス ）の 子 孫 た ち が 極 東 の 島

に や っ て き た こ と 、 こ の 列 島 は 岬 を 繋 ぐ こ と で 素 早 い 文 化 の 伝 達 が

で き た こ と 、 そ れ 故 、 漁 と 農 と 家 づ く り が 一 体 と な っ て こ こ に 住 む

人 た ち の 基 本 と な っ た こ と を 教 え て く れ ま し た 。  

そ し て 有 史 以 来 こ の 瀬 戸 内 海 が 日 本 列 島 の コ ブ ク ロ で あ り 、 こ の

海 を 舞 台 に 灘 波 津 か ら の 近 畿 中 央 文 化 が で き た こ と 、源 平 、室 町 、戦

国 時 代 へ と つ な が る 資 源 の 争 奪 の 場 で あ っ た こ と 、 北 前 船 の 母 港 と

し て 列 島 全 体 を 活 性 化 し た こ と 、 朝 鮮 通 信 使 に よ る 大 切 な 大 陸 文 化

の 継 続 し た 蓄 積 の 通 路 で あ っ た こ と も 知 る の で し た 。 し か し こ の 静

か で 豊 か な 交 流 の 海 は 近 代 以 降 、政 治 的 に は 隔 離 さ れ 、分 断 さ れ 、工

業 開 発 や 海 砂 利 採 取 等 に よ る 海 の や せ 細 り 、 地 球 環 境 上 の 衰 退 を 余

儀 な く さ れ 、 こ れ が グ ロ ー バ ル 化 さ れ つ つ あ る 効 率 化 の 中 で 、 島 に

人 が 住 ま な く な る 、 と い う 事 態 に ま で 至 っ た の で す 。 こ れ ら は 芸 術

祭 を 通 し て 明 ら か に な っ て き た こ と で す 。以 上 を 踏 ま え て 前 回 、第 3

回 の 芸 術 祭 で は 、  

 

1. 一 年 に わ た る 食 の フ ラ ム 塾 の 研 修 を 経 て 、 各 島 で 瀬 戸 内 の 島 な

ら で は の 地 元 料 理 の 提 供 等 、食 こ そ 地 域 を 知 り 、地 域 と 関 わ る 文
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化 と し て 力 を い れ 、食 は 飛 躍 的 に 進 歩 し た と の 評 価 を い た だ き ま

し た 。  

2. さ ら に 地 元 独 自 の 文 化 で あ る「 盆 栽 」「 獅 子 舞 」に 焦 点 を あ て た

プ ロ ジ ェ ク ト を 展 開 し 、 多 大 な 関 心 を 集 め ま し た 。  

3. 一 層 の 国 際 化 を 進 め る べ く 、 第 2 回 の バ ン グ ラ デ シ ュ に 続 い て

タ イ の 民 族 文 化 を 披 露 す る「 タ イ  フ ァ ク ト リ ー マ ー ケ ッ ト 」、ア

ジ ア 12 の 国 と 地 域 の パ フ ォ ー マ ン ス が 一 堂 に 会 す る

「APAMS2016」公 演 が 高 松 で 開 催 さ れ ま し た 。APAMS は 、平 日

は 各 島 に 入 り 、地 域 と の 密 接 な 関 わ り が あ り ま し た 。ま た「 瀬 戸

内 ア ジ ア フ ォ ー ラ ム 」 で は ア ジ ア 10 の 国 と 地 域 か ら 26 団 体 の

参 加 を 経 て 、美 術・文 化 に よ る 地 域 づ く り の 可 能 性 に つ い て 話 し

合 わ れ ま し た 。  

 

第 4 回 の 芸 術 祭 は 、 こ れ ら の 取 組 み の 上 に 進 め ら れ ま す 。  

日 本 列 島 の 人 の 移 動 、 文 明 の 発 祥 か ら は じ ま り 、 海 に 囲 ま れ ど こ

か ら で も ア プ ロ ー チ で き る こ と 、海 と 山 が つ な が る こ と 、そ し て 農・

工 ・ 商 が 混 在 し た 原 初 の 人 び と の 存 在 を 教 え て く れ る 瀬 戸 内 の 島 巡

り を 通 し 、こ の 先 地 球 上 に 人 が 生 き る こ と 、展 望 を 持 つ こ と を 第 4 回

芸 術 祭 で も 考 え て い き ま す 。  

コンセプト  

1 アート・建築－地域の特徴の発見  

固 有 の 場 所 で 展 開 さ れ る ア ー ト や 建 築 は 、 そ の 場 所 へ 人 を 惹 き つ

け る 力 を 持 ち ま す 。 瀬 戸 内 の 持 つ 美 し い 景 観 と 自 然 の 中 で 、 ア ー ト

は 人 間 が 自 然 に 関 わ る た め の 「 技 術 」 と な り 、 そ こ に 流 れ て き た 時

間 、 文 化 、 歴 史 を 活 か し ま す 。  

2 民俗－地域と時間  

そ れ ぞ れ の 地 域・島 で 育 ま れ て き た 固 有 の 民 俗 、農 業 や 漁 業 、獅 子

舞 等 の お 祭 り 、丁 場 や 産 業 遺 産 、盆 栽 等 、瀬 戸 内 の 島 々 に 継 承 さ れ る

多 様 な 生 活 ・ 芸 術 を 活 か し ま す 。  

3 生活－住民（島のお年寄りたち）の元気  

島 々 で 営 ま れ て き た 生 活 、 歴 史 に 焦 点 を 当 て 、 島 外 の 人 々 の 参 加

を 得 た イ ベ ン ト を き っ か け に 、 地 域 再 生 の 機 会 を 探 り ま す 。  

4 交流－日本全国・世界各国の人々が関わる  

世 代・地 域・ジ ャ ン ル を 超 え た 人 々 が 集 い 、地 域 の 人 々 と 協 働 し 、

作 品 を 創 り 上 げ ま す 。 海 外 の 、 と り わ け ア ジ ア の 地 域 と の 協 働 プ ロ

ジ ェ ク ト に 取 り 組 み 、多 く の 参 加 を 目 指 し ま す 。ま た 、“こ え び 隊 ”と

し て 登 録 し た 人 々 が 、 よ り 深 く 地 域 づ く り に 参 加 す る こ と を 促 し ま

す 。地 域 の 再 生 は 、そ こ に 住 む 人 だ け で は 難 し く 、世 界 は 具 体 的 な 顔
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が 見 え る 協 働 に よ り 元 気 に な る と 考 え る か ら で す 。  

5 世界の叡智－この地を掘り下げ、世界とつながる場所に  

地 元 の 大 学 な ど と も 連 携 し な が ら 、 芸 術 祭 を 通 し て 、 地 域 で 活 動

し 、美 術 や 建 築 、音 楽 、パ フ ォ ー ミ ン グ ア ー ツ 、科 学 、文 学 、思 想 、

哲 学 、映 画 、ス ポ ー ツ 、国 際 交 流 等 、さ ま ざ ま な 分 野 が 集 い 、作 業 し

歓 談 す る 場 を つ く り ま す 。 こ れ ら が や が て 地 域 固 有 の 文 化 に 光 を 当

て 、 地 域 再 興 の 灯 台 と な る よ う に 動 き ま す 。  

6 未来－次代を担う若者や子どもたちへ  

次 代 を 担 う 若 者 や 子 ど も た ち が 、芸 術 祭 を 作 る プ ロ セ ス を 共 有 し 、

世 代 ・ 地 域 を 越 え て 集 ま る 人 々 と 協 働 し ま す 。 世 界 の 第 一 線 で 活 躍

す る ア ー テ ィ ス ト た ち の 作 品 は 五 感 を 通 し て 子 ど も た ち に 伝 わ り ま

す 。新 し い 事 象 に 出 会 う 感 動 と 、身 体 感 覚 に 刻 ま れ た 豊 か な 体 験 は 、

瀬 戸 内 の 未 来 を 拓 く 大 き な 原 動 力 と な り ま す 。  

7 縁をつくる－通年活動  

芸 術 祭 の 開 催 に よ り 、 そ れ ぞ れ の 島 に 新 し い 縁 が で き ま し た 。 島

間 の 交 流 を 活 発 化 し 、 そ れ ぞ れ の 地 域 が 独 自 に 動 き 、 そ こ か ら 新 し

い 島 と 瀬 戸 内 海 再 生 の 機 会 を 生 ん で い く よ う に 活 動 し ま す 。 芸 術 祭

は 、 グ ロ ー バ ル な 時 代 の 中 で 各 地 域 の 文 化 を 活 か し て 生 き て い く と

い う ア ジ ア の モ デ ル の 1 つ と な っ て き て い ま す し 、 多 く の ア ジ ア 人

の 交 流 の 場 に な っ て き て い ま す 。 こ れ か ら ま す ま す 海 を 通 し た つ な

が り 、 里 海 と も い え る 日 本 列 島 の 暮 ら し に 目 を 注 ぎ 、 そ れ ぞ れ の 地

域 が 他 所 と 繋 が っ て い く た め に 活 動 し て い き ま す 。 そ の 中 で 芸 術 祭

を 支 え る 人 材 が ま す ま す 必 要 に な っ て き て い る の で 、 育 て る た め の

努 力 を し て い き ま す 。  

 

瀬戸内国際芸術祭 2019 に向けて  

初 回 2010 年 の 芸 術 祭 を 終 え て 以 降 こ れ ま で 、3 年 ご と に「 瀬 戸 内

国 際 芸 術 祭 」 を 開 催 す る と と も に 、 芸 術 祭 の 会 期 以 外 に お い て も 島

の 活 力 を 高 め て い く た め 、 年 間 を 通 し た 作 品 の 公 開 や イ ベ ン ト の 実

施 、 こ え び 隊 に よ る 島 の 行 事 へ の 参 加 な ど 、 芸 術 祭 も 含 め た 地 域 に

お け る ア ー ト 活 動 全 体 を 「 ART SETOUCHI」 と 総 称 し 、 実 践 し て き

ま し た 。  

2019 年 の 芸 術 祭 開 催 に 向 け て 、こ の「 ART SETOUCHI」活 動 に 引

き 続 き 取 り 組 む と と も に 、そ の 翌 年 が 初 回 開 催 か ら 10 年 の 節 目 と な

る 2020 年 と な る こ と も 踏 ま え て 、地 域 の 未 来 を 見 つ め た 活 動 の 充 実

を 図 っ て い き ま す 。   
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第２章  開催概要  

2-1 名称・会期・会場等  

(1) 名称  

瀬 戸 内 国 際 芸 術 祭 2019 

Setouchi Triennale 2019 

(2) 会期  

季 節  シ ー ズ ン テ ー マ  会 期  日 数  

春  ふ れ あ う 春  4 月 26 日（ 金 ）～ 5 月 26 日（ 日 ） 31 日  

夏  あ つ ま る 夏  7 月 19 日（ 金 ）～ 8 月 25 日（ 日 ） 38 日  

秋  ひ ろ が る 秋  9 月 28 日（ 土 ）～ 11 月 4 日（ 月 ） 38 日  

合 計 日 数  107 日  

 

【 会 期 設 定 に つ い て 】  

会 期 は 、 過 去 ２ 回 と 同 じ く 、 温 帯 地 域 の 弧 状 列 島 で あ る 日 本 の 大

き な 特 徴 で あ る「 四 季 」を 海 外 の 人 々 に 知 っ て も ら う た め 、春・夏・

秋 の ３ シ ー ズ ン に 分 け て 開 催 し ま す 。 そ の 上 で 、 各 シ ー ズ ン に テ ー

マ を 設 け 、 会 期 毎 の 特 徴 を 際 立 た せ ま す 。  

<ふれあう春> 

お だ や か な 春 、４ 月 26 日（ 金 ）に 開 幕 し ま す 。寒 い 冬 が 明 け 、３

月 か ら ４ 月 に か け て の 準 備 期 間 も 含 め 、 ア ー テ ィ ス ト や 全 国 か ら 訪

れ る サ ポ ー タ ー と 地 域 の 人 々 が 作 品 制 作 な ど を 通 し て ふ れ あ い な が

ら 、 と も に じ っ く り と 芸 術 祭 を 作 り 上 げ て い く は じ ま り の 季 節 と し

ま す 。  

<あつまる夏> 

熱 を 帯 び る 夏 は 、 ア ジ ア と の つ な が り を 深 め ま す 。 各 国 の 職 人 や

ア ー テ ィ ス ト 、 パ フ ォ ー マ ー が こ の 地 に 集 結 し 、 文 字 ど お り 熱 い イ

ベ ン ト な ど を 行 い ま す 。 さ ら に は 日 本 全 国 、 世 界 中 か ら の サ ポ ー タ

ー や 旅 人 が 瀬 戸 内 に 集 い 、 国 境 を 超 え た 交 流 ・ つ な が り を 生 み 出 す

季 節 と し ま す 。  

<ひろがる秋> 

フ ィ ナ ー レ へ と 向 か う 豊 か な 秋 は 、 芸 術 祭 に 関 わ る 人 た ち の 結 び

つ き が よ り 強 固 に 確 立 さ れ 、 瀬 戸 内 の 島 々 に 活 力 を 取 り 戻 す た め の

次 な る 動 き に つ な が る「 縁 」が 形 を 成 す 期 間 と な り ま す 。前 回 よ り も

拡 大 し た 会 期 、そ し て 全 会 期 中 最 大 の 会 場 数 と な る こ の シ ー ズ ン は 、

期 間 と エ リ ア の 広 が り に 伴 っ て さ ま ざ ま な 作 品 や パ フ ォ ー マ ン ス を

展 開 し 、 地 域 再 生 の 「 縁 」 を 拡 大 し て い き ま す 。  
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(3) 会場  

直 島 、豊 島 、女 木 島 、男 木 島 、小 豆 島 、大 島 、犬 島 、沙 弥 島（ 春 会 期 ）、

本 島（ 秋 会 期 ）、高 見 島（ 秋 会 期 ）、粟 島（ 秋 会 期 ）、伊 吹 島（ 秋 会 期 ）、

高 松 港 周 辺 、 宇 野 港 周 辺  

 

(4) 主催  

瀬 戸 内 国 際 芸 術 祭 実 行 委 員 会  

会 長 ： 浜 田 恵 造 （ 香 川 県 知 事 ）  

名 誉 会 長 ： 真 鍋 武 紀 （ 前 香 川 県 知 事 ）  

副 会 長 ： 渡 邊 智 樹 （ 香 川 県 商 工 会 議 所 連 合 会 会 長 ）  

： 大 西 秀 人 （ 高 松 市 長 ）  

顧 問 ： 梅 原 利 之 （ 四 国 旅 客 鉄 道 株 式 会 社 顧 問 ）  

総 合 プ ロ デ ュ ー サ ー ： 福 武 總 一 郎 （ 公 益 財 団 法 人 福 武 財 団 理 事 長 ）  

総 合 デ ィ レ ク タ ー ： 北 川 フ ラ ム （ ア ー ト デ ィ レ ク タ ー ）  

構 成 団 体：香 川 県 、高 松 市 、丸 亀 市 、坂 出 市 、観 音 寺 市 、三 豊 市 、土

庄 町 、小 豆 島 町 、直 島 町 、多 度 津 町 、玉 野 市 、（ 公 財 ）福

武 財 団 、（ 公 財 ） 福 武 教 育 文 化 振 興 財 団 、 香 川 県 市 長 会 、

香 川 県 町 村 会 、四 国 経 済 産 業 局 、四 国 地 方 整 備 局 、四 国 運

輸 局 、中 国 四 国 地 方 環 境 事 務 所 高 松 事 務 所 、国 立 療 養 所 大

島 青 松 園 、四 国 経 済 連 合 会 、香 川 県 商 工 会 議 所 連 合 会 、香

川 県 商 工 会 連 合 会 、（ 一 社 ）香 川 経 済 同 友 会 、香 川 県 農 業

協 同 組 合 、香 川 県 漁 業 協 同 組 合 連 合 会 、香 川 大 学 、四 国 学

院 大 学 、徳 島 文 理 大 学 、高 松 大 学 、香 川 県 文 化 協 会 、（ 公

財 ）四 国 民 家 博 物 館 、（ 公 社 ）香 川 県 観 光 協 会 、（ 一 社 ）日

本 旅 行 業 協 会 中 四 国 支 部 香 川 地 区 委 員 会 、（ 公 財 ）高 松 観

光 コ ン ベ ン シ ョ ン・ビ ュ ー ロ ー 、香 川 県 ホ テ ル 旅 館 生 活 衛

生 同 業 組 合 、四 国 旅 客 鉄 道（ 株 ）、高 松 琴 平 電 気 鉄 道（ 株 ）、

香 川 県 旅 客 船 協 会 、（ 一 社 ）香 川 県 バ ス 協 会 、香 川 県 タ ク

シ ー 協 同 組 合 、（ 公 財 ）香 川 県 老 人 ク ラ ブ 連 合 会 、香 川 県

婦 人 団 体 連 絡 協 議 会 、（ 公 社 ）日 本 青 年 会 議 所 四 国 地 区 香

川 ブ ロ ッ ク 協 議 会 、香 川 県 青 年 団 体 協 議 会 、さ ぬ き 瀬 戸 塾

／ 監 事：（ 株 ）百 十 四 銀 行 、（ 株 ）香 川 銀 行 ／ オ ブ ザ ー バ ー：

岡 山 市 、 岡 山 県 商 工 会 議 所 連 合 会 、 岡 山 大 学  
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2-2 重点的な取組みの視点  

前 回 の 芸 術 祭 で は 、島 々 で の ア ー ト 、建 築 の 展 開 に 加 え 、「 海 で つ

な が る ア ジ ア・世 界 と の 交 流 」、「 瀬 戸 内 の『 食 』を 味 わ う 食 プ ロ ジ ェ

ク ト 」、「 地 域 文 化 の 独 自 性 発 信 」に 取 り 組 み 、ア ジ ア と の つ な が り を

深 め 、「 食 」を 通 じ て 島 々 の 魅 力 を 伝 え 、こ の 地 域 の 伝 統 文 化 の 厚 み

を 披 露 し ま し た 。  

今 回 、 こ れ ら を 発 展 さ せ る 形 で 重 点 的 に 取 り 組 む プ ロ ジ ェ ク ト を

検 討 し 、強 力 な ア ー ト 、建 築 の プ ロ ジ ェ ク ト は も ち ろ ん の こ と 、ア ジ

ア と の 交 流 を 促 進 す る と と も に 、 島 の 住 民 同 士 の 交 流 や 、 地 域 住 民

と ア ー テ ィ ス ト の 交 流 な ど 、 さ ま ざ ま な 交 流 の 機 会 を 拡 大 し て い き

ま す 。ま た 、「 食 」に 加 え 、宿 泊 な ど 島 の 滞 在 全 体 が 充 実 し た も の と

な る よ う 、 地 域 の 人 材 育 成 に 取 り 組 む ほ か 、 地 域 の 独 自 文 化 の 発 信

と し て 、地 域 の 伝 統 文 化 の 中 で 育 ま れ て き た「 も の づ く り 」に 焦 点 を

当 て ま す 。  

こ れ ら の 取 組 み に よ り 、 芸 術 祭 が 当 初 か ら 掲 げ て き た コ ン セ プ ト

“縁 を つ く る ”を 具 体 化 し 、芸 術 祭 の「 来 場 者 」が こ の 地 域 を 訪 れ 定 着

す る 「 来 住 者 」 と な っ て い く こ と を 目 指 し ま す 。  

(1) みつける―瀬戸内に光る「モノ」「コト」「ヒト」の発掘と発信  

前 回 の 芸 術 祭 で は 、現 代 ア ー ト の 展 開 に 加 え 、香 川 県 、瀬 戸 内 が 誇

る 文 化 に 着 目 し 、地 域 に 根 付 く「 盆 栽 」や「 獅 子 舞 」を 現 代 的 視 点 か

ら 捉 え 、そ れ ぞ れ ひ と つ の プ ロ ジ ェ ク ト と し て 昇 華 し ま し た 。今 回 、

こ の 地 域 文 化 へ の 関 わ り を 、さ ら に 独 創 性 の あ る「 モ ノ 」や「 コ ト 」

に 広 げ 、地 域 の 伝 統 文 化 の 中 で 育 ま れ て き た「 も の づ く り 」を 、特 徴

的 な 活 動 を 行 う「 ヒ ト 」の 視 点 か ら 掘 り 起 し 、世 界 に 向 け て 発 信 し ま

す 。  

(2) つながる―人と人、島と島、地域と世界との交流  

地 域 住 民 と ア ー テ ィ ス ト 、 ボ ラ ン テ ィ ア サ ポ ー タ ー や 来 場 者 と の

交 流 、島 の 住 民 同 士 の 交 流 な ど 、芸 術 祭 を 通 じ 、さ ま ざ ま な 交 流 の 機

会 を 設 け る こ と で 、地 域 の 活 性 化 を 図 り ま す 。ま た 、海 外 に 向 け て 積

極 的 に 情 報 を 発 信 し て い く と と も に 、 各 種 フ ォ ー ラ ム や パ フ ォ ー マ

ン ス 大 会 な ど 、 海 外 の 方 々 と 交 流 で き る イ ベ ン ト 等 を 開 催 す る こ と

に よ り 、 ア ジ ア 諸 国 を は じ め と す る 世 界 各 国 と の つ な が り を 強 め て

い き ま す 。  

(3) はぐくむ―島の「滞在」を彩る担い手の育成  

前 回 の「 瀬 戸 内『 食 』の フ ラ ム 塾 」の 成 果 を 踏 ま え 、「 食 」の み な

ら ず 、飲 食・宿 泊 等 の 施 設 運 営・経 営 や 、ア ー ト マ ネ ジ メ ン ト 、ボ ラ

ン テ ィ ア マ ネ ジ メ ン ト 等 、 地 域 の 活 性 化 を 担 う 人 材 の 育 成 を 目 的 と

し た「 瀬 戸 内 フ ラ ム 塾 」に 2017 年 度 か ら 取 り 組 み 、次 回 芸 術 祭 で の

発 展 に つ な げ て い き ま す 。   



7 

 

第 3 章  重点プロジェクト  

 

3-1 ものづくり発信プロジェクト  

地 域 の 生 活 に 根 ざ す な か で 生 ま れ て き た 加 工 品 、 伝 統 工 芸 、 あ る

い は 画 期 的 な 新 製 品 な ど 、香 川 県・瀬 戸 内 で は も の づ く り が 盛 ん で す 。

ま た 、も と も と の 農 水 産 物 も 多 く 、そ れ ら に 焦 点 を あ て ア ー ト 的 な 展

開 を し 、発 信 、発 表 、展 示 、販 売 に 力 を 入 れ ま す 。特 に そ の 発 表 で は

来 場 者 に 面 白 く 体 験 を し て も ら う べ く 、 美 術 的 な 工 夫 を 凝 ら す つ も

り で す 。盆 栽 や 工 芸 品 、希 少 糖 、農 水 産 物 な ど が 高 松 港 周 辺 で 展 開 さ

れ ま す 。  

 

 

3-２  アジア交流プロジェクト  

過 疎 の 島 を 美 術 の も つ 発 見 力 、 媒 介 力 を 契 機 に 元 気 に す る と い う

瀬 戸 内 国 際 芸 術 祭 は 、国 内 だ け で は な く 海 外 の 人 々 、地 域 に 可 能 性 を

示 し 、さ ま ざ ま な 国 か ら の 視 察 が 絶 え ま せ ん 。外 交 的 、経 済 的 に 混 乱

し 始 め た グ ロ ー バ ル 化 の な か で 、外 国 、特 に ア ジ ア の 国 々 が 瀬 戸 内 国

際 芸 術 祭 に 寄 せ る 関 心 は 極 め て 高 く な っ て い ま す 。  

そ れ ら の 国 々 の ア ー ト イ ベ ン ト 、 美 術 グ ル ー プ が 、 瀬 戸 内 国 際 芸

術 祭 に ア ー テ ィ ス ト を 中 心 に 関 わ り 、 恒 常 的 な 関 係 を も つ こ と は さ

ま ざ ま な 可 能 性 を も つ だ ろ う と 思 わ れ ま す 。 そ れ ぞ れ の 国 か ら の ア

ー テ ィ ス ト や 関 係 者 は 、 ウ ィ ー ク デ イ は 各 島 の 集 落 を ベ ー ス に 地 元

の 人 た ち と 交 流 し 、 週 末 に は 高 松 港 を 中 心 に イ ベ ン ト を 繰 り 広 げ ま

す 。ま た 、世 界 に 向 け て そ の 交 流 や 活 動 を 、高 松 港 周 辺 を 拠 点 に 発 信

し ま す 。  
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3-３  瀬戸内フラム塾  

芸 術 祭 2019 の 開 催 に 向 け て 、 ア ー テ ィ ス ト が 行 う 作 品 制 作 や イ

ベ ン ト 開 催 な ど の 活 動 支 援 、ア ー ト の 展 開 を 通 じ た 地 域 住 民・ボ ラ ン

テ ィ ア サ ポ ー タ ー と の 地 域 再 生 に 向 け た 取 組 み 、飲 食 、宿 泊 の 提 供 な

ど 、芸 術 祭 を さ ま ざ ま な 角 度 か ら 支 え 、地 域 の 活 性 化 を 担 う 人 材 を 発

掘 し 、育 成 す る た め 、瀬 戸 内 フ ラ ム 塾「 地 域 型 芸 術 祭 の つ く ら れ 方 」

と 題 し 、 実 践 を 含 め た 勉 強 会 を 開 催 し ま す 。  

塾 生 は 、 芸 術 祭 の 活 動 や 意 義 な ど を 座 学 で 学 び 、 そ の う ち の 希 望

者 は 、４ つ の 分 野 に 分 か れ て 実 地 研 修 に 参 加 し 、ア ー ト 管 理 運 営 な ど

の 取 組 み を 実 践 的 に 学 び ま す 。  

ま た 、塾 生 は 、研 修 で 培 っ た 知 識 や 経 験 に あ わ せ て 、芸 術 祭 2019

に 関 連 し た さ ま ざ ま な 活 動 や 取 組 み に 積 極 的 に 関 わ り ま す 。  

（ 研 修 分 野 ）  

➀ ア ー ト 制 作  

➁ イ ベ ン ト ・ ワ ー ク シ ョ ッ プ の 企 画 ・ 運 営  

➂ 地 域 の リ ソ ー ス を 掘 り 起 こ し て 魅 力 と し て 伝 え る コ ー デ ィ ネ

ー タ ー  

➃ 食 の 提 供  
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第４章  アートプロジェクト  

4-1 方針  

地 域 と の つ な が り を 一 層 強 め て い け る よ う な ア ー ト プ ロ ジ ェ ク ト

を 展 開 す る と と も に 、 こ れ ま で の 芸 術 祭 に お い て 蓄 積 さ れ た ア ー ト

作 品 を 、 会 場 ご と の 特 色 を 踏 ま え 、 よ り 一 層 発 展 さ せ ま す 。  

な お 、 各 会 場 に お け る ア ー ト 展 開 を 検 討 す る に あ た っ て は 、 各 地

域 の 活 性 化 に 関 わ る さ ま ざ ま な 関 係 者 を 交 え て 議 論 を 行 う こ と に よ

り 方 向 性 を 確 認 し 、 で き る 限 り 地 域 住 民 等 と の 協 力 関 係 の 下 に 作 品

の 制 作 や イ ベ ン ト の 運 営 等 を 行 い ま す 。 特 に い く つ か の 島 で は 長 期

的 な 視 野 を も っ て 外 国 の ア ー テ ィ ス ト 、 チ ー ム と 関 わ っ て い く よ う

な 配 置 を し ま す 。  

ま た 、 芸 術 祭 の 趣 旨 に 合 致 し 来 場 者 や 地 域 住 民 等 に 感 動 を 与 え た

作 品 を ク ロ ー ズ ア ッ プ し 表 彰 等 を 行 う こ と で 、 芸 術 祭 の コ ン セ プ ト

や 活 動 等 を 広 く 多 く の 人 に 認 知 し て も ら う と と も に 、ア ー テ ィ ス ト 、

来 場 者 、 島 民 な ど 芸 術 祭 に 関 係 す る す べ て の 者 に と っ て 有 意 義 で 、

吸 引 力 を 持 つ 芸 術 祭 と し ま す 。  
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4-2 会場ごとの事業展開  

―直島  

特 色 ・ コ ン セ プ ト  

古 く か ら 瀬 戸 内 海 の 交 通 の 要 衝 と し て 栄 え 、人 び と は 漁 業 や 製 塩 、海 運 交 易 に 携 わ っ て

き た が 、20 世 紀 に な る と 、銅 や 金 な ど の 貴 金 属 の 製 錬 が 盛 ん に な り 、近 代 工 業 の 島 へ と

発 展 し た 。 ま た 、 今 で は 現 代 ア ー ト の 聖 地 と し て 世 界 に 知 ら れ て い る 。  

豊 か な ア ー ト 施 設 や 高 い 知 名 度 に よ り 、芸 術 祭 の 会 場 と な る 島 々 の 中 で 中 心 的 役 割 を 果

た し て い る 。  

2016 ま で の 取 組 み  

初 回 芸 術 祭 に あ わ せ 、直 島 銭 湯「 Ｉ❤湯（ 2009～ ）」、李 禹 煥 美 術 館（ 2010～ ）が 整 備 さ

れ た 。 そ し て 次 の 回 に は ANDO MUSEUM（ 2013～ ） や 宮 浦 ギ ャ ラ リ ー 六 区 （ 2013～ ）

が 誕 生 。 ま た 、 2016 年 の 芸 術 祭 に 先 駆 け て 直 島 ホ ー ル （ 2015～ ） が 完 成 す る な ど ア ー

ト 、建 築 の 充 実 が 図 ら れ て い る 。ま た 、全 国 で も 珍 し い 女 性 だ け で 演 じ る 直 島 女 文 楽 の

公 演 を 毎 回 の 芸 術 祭 で 行 う な ど 、 固 有 の 文 化 の 発 信 も 行 っ て き た 。  

今 後 の 展 開 方 針 ・ 展 開 内 容  

＜ 美 術 に よ る 体 験 や 学 習 の 充 実 ＞  

こ れ ま で に 蓄 積 さ れ て き た 豊 か な ア ー ト 施 設 を 活 か し つ つ 、今 後 は 特 に ア ー テ ィ ス ト の

参 加 に よ る 学 校 で の 美 術 体 験 に 力 を 入 れ て い く 。  

そ の た め 、 島 の 住 民 、 特 に 子 ど も た ち が 関 わ る イ ベ ン ト や ワ ー ク シ ョ ッ プ に 力 を 入 れ 、

地 域 住 民 と 来 場 者 の 交 流 も 生 み 出 す 。  

ま た 、重 点 プ ロ ジ ェ ク ト と し て 取 り 組 む ア ジ ア 交 流 プ ロ ジ ェ ク ト に お い て 、諸 地 域 と の

さ ら な る 協 働 の 跳 躍 台 と な る こ と を 目 指 し た フ ォ ー ラ ム を 開 催 す る 。  

こ れ ま で に 整 備 さ れ て き た 既 存 作 品 、 関 連 作 品 の 価 値 を 高 め る 取 り 組 み も 行 う 。  

 

主 な 既 存 作 品 ・ 継 続 展 開 プ ロ ジ ェ ク ト  

 

 

 

直 島 パ ヴ ィ リ オ ン  直 島 ホ ー ル  家 プ ロ ジ ェ ク ト  ベ ネ ッ セ ハ ウ ス ミ ュ ー

ジ ア ム  
赤 か ぼ ち ゃ  
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―豊島  

特 色 ・ コ ン セ プ ト  

古 来 よ り 稲 作 を は じ め と し た 農 業 や 酪 農 、 そ し て 漁 業 が 盛 ん な 豊 か な 島 で あ り 、 ま た か

つ て は 、「 豊 島 千 軒 、石 工 千 人 」と 言 わ れ る ほ ど 石 材 業 が 盛 ん で あ っ た 。2017 年 ６ 月 、全

国 的 な 注 目 を 集 め た 不 法 投 棄 に よ る 産 業 廃 棄 物 の 処 理 が 完 了 し 、 一 つ の 区 切 り の 時 期 を

迎 え て い る 。  

離 島 で あ り な が ら 、 か つ て は 米 を 島 外 に 出 す ほ ど の 収 穫 が あ っ た 肥 沃 な 土 地 と 地 形 を 持

つ こ の 島 の 特 性 を 活 か し 、「 食 」と「 ア ー ト 」を 掛 け 合 わ せ る こ と に よ っ て 、「 自 給 自 足 」

「 地 産 地 消 」 の 新 し い 地 域 社 会 の あ り 方 を 発 信 す る こ と を 目 指 し て 、 芸 術 祭 で の 活 動 を

始 め て お り 、美 し い 棚 田 の 一 角 に 建 設 さ れ た 豊 島 美 術 館 を 軸 に 、家 浦 、唐 櫃 、甲 生 の ３ つ

の 集 落 な ど に 作 品 を 展 開 し て い る 。  

2016 ま で の 取 組 み  

食 と ア ー ト で 人 々 を つ な ぐ プ ラ ッ ト ホ ー ム と し て 2010 年 に 島 キ ッ チ ン を 整 備 し 、同 じ 年

に 、地 元 住 民 が 再 生 し た 棚 田 の 景 観 の 中 に 水 滴 を モ チ ー フ に し た「 豊 島 美 術 館 」や「 心 臓

音 の ア ー カ イ ブ 」が 誕 生 し た 。そ の 後 も 、生 と 死 な ど を テ ー マ に 、「 豊 島 横 尾 館（ 2013～ ）」

や「 さ さ や き の 森（ 2016～ ）」な ど の 作 品 も 加 わ り 、作 品 の 充 実 が 進 ん で い る 。ま た 、島

キ ッ チ ン で は 芸 術 祭 会 期 外 も 毎 月 、「 島 の お 誕 生 会 」が 開 か れ 、住 民 と 来 場 者 の 交 流 が 生

ま れ て い る 。  

今 後 の 展 開 方 針 ・ 展 開 内 容  

＜ ア ー ト と 農 業 と の 結 合 ＞  

ア ー ト と 農 業 の 関 わ り 方 を ベ ー ス に し た 活 動 方 針 を た て 、 既 存 施 設 の 回 遊 が 行 わ れ る よ

う に す る ほ か 、民 泊 を 充 実 さ せ て い き 、島 民 と 訪 問 者 の 協 働 を は か っ て い く と と も に 、こ

れ ま で の 作 品 展 開 場 所 を 活 か し つ つ 、 新 規 作 品 の 公 開 を 行 う 。  

島 キ ッ チ ン で 継 続 開 催 し て い る 「 島 の お 誕 生 会 」 を 中 核 に イ ベ ン ト を 展 開 す る 。  

 

主 な 既 存 作 品 ・ 継 続 展 開 プ ロ ジ ェ ク ト  

 

 

 

 

 
あ な た が 愛 す る も の は あ な

た を 泣 か せ も す る（ 日 本 フ ラ

ン チ ャ イ ズ バ ー ジ ョ ン ）  

 

 

 

 

 

針 工 場  

 

 

 

 

 

ト ム ナ フ ー リ  

 

 

 

 

 

空 の 粒 子 ／ 唐 櫃  
あ な た の 最 初 の 色 （ 私 の

中 の 解 、 私 の 胃 の 中 の 溶

液 ）  
 

 

 

 

 

島 キ ッ チ ン  檸 檬 ホ テ ル  
勝 者 は い な い ー マ ル

チ・バ ス ケ ッ ト ボ ー ル  

 豊 島 八 百 万 ラ ボ  

  

豊 島 シ ー ウ ォ ー ル ハ

ウ ス  

http://setouchi-artfest.jp/artwork/a022
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―女木島  

特 色 ・ コ ン セ プ ト  

島 の 山 頂 近 く に 大 き な 洞 窟 が あ り 、そ れ が「 鬼 ヶ 島 伝 説 」の 鬼 の 洞 窟 と 言 わ れ 、鬼 ヶ 島 と

し て 知 ら れ る よ う に な っ た 。 島 の 風 景 を 特 徴 づ け る の が 「 オ オ テ 」 と 呼 ば れ る 高 い 石 垣

で 、 冬 場 の 強 風 か ら 家 屋 を 守 っ て い る 。  

島 そ の も の の 美 し さ を 活 か し 、島 の 生 活 を 体 感 で き る よ う 、海・波・風・樹・光 等 を テ ー

マ に し た 、五 感 を 通 し て 島 の 自 然 を 体 感 さ せ る 作 品 や 、休 校 中 の 小 学 校 や 空 家 な ど 、既 存

の 施 設 を 活 か し た 作 品 を 展 開 し て い る 。  

2016 ま で の 取 組 み  

目 に 見 え な い 風 の 形 を 視 覚 化 し た「 カ モ メ の 駐 車 場（ 2010～ ）」や 幻 想 的 な 光 を 反 射 す る

「 均 衡（ 2010～ ）」の ほ か 、休 校 中 の 小 学 校 を 大 胆 に 活 用 し た「 女 根 ／ め こ ん（ 2013～ ）」

と い っ た 作 品 を 展 開 し て き た 。  

2016 年 に は 、「 ISLAND THEATRE MEGI『 女 木 島 名 画 座 』（ 2016～ ）」 や 地 域 住 民 が 深 く

か か わ っ た「 西 浦 の 塔（OK タ ワ ー ）（ 2016）」が 好 評 を 博 し 、新 し い 方 向 性 と し て「 feel 

feel BONSAI（2016）」 に お い て 地 域 文 化 で あ る 盆 栽 に 光 を 当 て た 。  

今 後 の 展 開 方 針 ・ 展 開 内 容  

＜ 島 全 体 の 一 体 的 作 品 展 開 ＞  

西 浦 も 含 め て 、 鬼 ヶ 島 と い う 伝 説 と 島 の 施 設 全 体 が ア イ デ ン テ ィ テ ィ を も っ て 連 動 す る

作 品 展 開 を 行 っ て い く 。  

現 代 の 「 鬼 ヶ 島 」 が 美 術 的 香 り の 強 い 小 さ な お 店 群 に よ っ て 、 島 の 人 た ち に と っ て 便 利

で 、 他 所 か ら 来 る 人 に と っ て は 貴 重 な 地 域 と し て 特 色 あ る ス ポ ッ ト に な る よ う に 、 ア ー

テ ィ ス ト 、 建 築 家 に よ る 個 性 あ る 店 を つ く る 。  

 

主 な 既 存 作 品 ・ 継 続 展 開 プ ロ ジ ェ ク ト  

 

 

  

 

 

 

 

カ モ メ の 駐 車 場  

 

 

 

 

20 世 紀 の 回 想  

 

 

 

 

均 衡  

 

 

 

 

段 々 の 風  

 

 

 

 

オニノコ瓦プロジェクト 

 

 

 

 

不 在 の 存 在  

 

 

 

 

女 根 /め こ ん  

 

 

 

 

MEGI HOUSE 
 

ISLAND THEATRE 

MEGI「 女 木 島 名 画 座 」 

 

http://setouchi-artfest.jp/artwork/a031
http://setouchi-artfest.jp/artwork/a033
http://setouchi-artfest.jp/artwork/a034
http://setouchi-artfest.jp/artwork/a036
http://setouchi-artfest.jp/artwork/a037
http://setouchi-artfest.jp/artwork/a038
http://setouchi-artfest.jp/artwork/a039
http://setouchi-artfest.jp/artwork/a041
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―男木島  

特 色 ・ コ ン セ プ ト  

昔 か ら こ の 島 で は 、男 性 は 海 へ 漁 に 行 き 、あ と に 残 る 女 性 が 畑 の 担 い 手 で あ っ た 。ま た 、

ど の 家 で も 耕 作 牛 を 飼 っ て お り 、 農 繁 期 に は 高 松 の 農 家 に そ の 牛 を 貸 す 、 借 耕 牛 の 習 慣

が 昭 和 30 年 代 ご ろ ま で 続 い て い た 。  

島 に 連 綿 と 続 く 漁 村 の 生 活 に 触 れ 、 そ の 息 づ き を 体 感 さ せ る よ う 、 男 木 島 独 特 の 斜 面 に

形 成 さ れ た 集 落 を 回 遊 し 、 石 垣 の 路 地 な ど を 利 用 し て 、 島 独 自 の 空 間 を 体 験 で き る 作 品

や 、 ま た 、 漁 村 の 生 活 に 触 れ る こ と が で き る よ う 民 家 の 土 間 な ど を 利 用 し た 作 品 の 展 開

を 行 っ て い る 。  

2016 ま で の 取 組 み  

島 を 訪 れ た 人 を 出 迎 え る 男 木 交 流 館 の「 男 木 島 の 魂（ 2010～ ）」を 基 点 に 、細 い 路 地 の と

こ ろ ど こ ろ に 点 在 す る 「 男 木 島  路 地 壁 画 プ ロ ジ ェ ク ト wallalley（ 2010～ ）」、 男 木 島 の

記 憶 を 封 入 し た 「 記 憶 の ボ ト ル （ 2013～ ）」 な ど の 作 品 を 展 開 し て き た 。 2013 年 の 昭 和

40 年 会 の 活 動 が ひ と つ の 引 き 金 と な り 、 一 度 は 休 校 し た 小 中 学 校 が 2014 年 に 再 開 、 移

住 者 が 島 に 活 気 を 与 え 、 島 の 未 来 へ の 希 望 が 生 ま れ て い る 。  

今 後 の 展 開 方 針 ・ 展 開 内 容  

＜ 地 域 の 変 化 へ の 連 動 ＞  

移 住 者 を 交 え た 島 民 が 芸 術 祭 活 動 と 連 動 し つ つ も 、 理 想 的 な 共 同 体 を つ く っ て い く た め

の 方 策 に ア ー ト が 伴 走 し て い く よ う に す る 。  

こ れ ま で の 展 開 を 踏 ま え て 、引 き 続 き 地 域 の 生 活 を 映 し 出 す こ と が で き る 作 家 を 選 定 し 、

空 家 の 展 開 に 力 を 入 れ 、 独 特 の 景 観 を 保 持 し な が ら 、 路 地 を 巡 る 楽 し さ を 演 出 で き る 作

品 を 制 作 す る 。  

 

主 な 既 存 作 品 ・ 継 続 展 開 プ ロ ジ ェ ク ト  

 

 

 

 

男 木 島 の 魂  

 

 

 

 

男 木 島  路 地 壁 画  

プロジェクト wal lal ley  

 

 

 

 

オンバ・ファクトリー 

 

 

 

 

カ レ ー ド ス コ ー プ  

ブ ラ ッ ク ＆ ホ ワ イ ト  

 

 

 

 

ア キ ノ リ ウ ム  

 

 

 

 

自 転 － 公 転  

 

 

 

 

記 憶 の ボ ト ル  

 

 

 

 
 

部 屋 の 中 の 部 屋  

 

 

 

 

青 空 を 夢 見 て  

 

 

 

 

歩 く 方 舟  

 

 

  

http://setouchi-artfest.jp/artwork/a042
http://setouchi-artfest.jp/artwork/a045
http://setouchi-artfest.jp/artwork/a054
http://setouchi-artfest.jp/artwork/a051
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―小豆島  

特 色 ・ コ ン セ プ ト  

古 く は「 あ ず き し ま 」と 呼 ば れ 、「 古 事 記 」に も 登 場 す る 小 豆 島 は 、日 本 で 初 め て オ リ ー ブ

の 栽 培 に 成 功 し て 以 来 、オ リ ー ブ の 栽 培 が 盛 ん で 、「 オ リ ー ブ の 島 」と し て 親 し ま れ て き た 。

寒 霞 渓 、エ ン ジ ェ ル ロ ー ド に 代 表 さ れ る よ う な 観 光 地 と し て も 有 名 で あ り 、歴 史 と 自 然 が

調 和 し た 多 様 で 魅 力 あ る 島 で あ る 。  

芸 術 祭 で は 、土 庄 港 周 辺 、肥 土 山・中 山 地 区 、三 都 半 島 、醤 の 郷（ 馬 木・苗 羽 ）、坂 手 地 区 、

福 田 地 区 な ど を 小 豆 島 の 軸 と し 、 そ れ ぞ れ 特 徴 的 な ア ー ト プ ロ ジ ェ ク ト を 展 開 し て き た 。

ま た 、「 福 武 ハ ウ ス 」を 中 心 に ア ジ ア に お け る 地 域 文 化 の コ ミ ュ ニ テ ィ を 通 し た 交 流 を 行 っ

て い る 。  

2016 ま で の 取 組 み  

オ リ ー ブ の 葉 を 王 冠 の 形 に し た 彫 刻「 太 陽 の 贈 り 物（ 2013～ 土 庄 港 ）」や 、閉 校 と な っ た 小

学 校 を リ ノ ベ ー シ ョ ン し た 「 福 武 ハ ウ ス （ 2013～ 福 田 ）」、「 オ リ ー ブ の リ ー ゼ ン ト （ 2013

～ 馬 木・醤 の 郷 ）」、「 ア ン ガ ー・フ ロ ム・ザ・ ボ ト ム 美 井 戸 神 社（ 2013～ 坂 手 ）」な ど 、各

地 区 に 作 品 を 展 開 し て き た 。  

三 都 半 島 で は 、地 域 住 民 と ア ー テ ィ ス ト と の 連 携 事 業 が 営 ま れ 、ア ー ト プ ロ ジ ェ ク ト が 継

続 的 に 展 開 さ れ て い る 。  

肥 土 山 ・中 山 地 区 で は 、わ ら ア ー ト や 、 地 元 産 の 竹 を 組 ん だ 巨 大 な ド ー ム 作 品 が 人 気 を 集

め 、2010 年 、2013 年 に 引 き 続 き 、2016 年 に も「 オ リ ー ブ の 夢 （ 2016、中 山 ）」 な ど の 作

品 が 新 た な 形 態 で 制 作 さ れ た 。ま た 、2016 年 に は 、大 部 、北 浦 に も 作 品 設 置 エ リ ア を 拡 大

し 、島 民 が 制 作 に 携 わ っ た「 国 境 を 越 え て・潮（ 2016、大 部 ）」な ど の 作 品 が 注 目 を 集 め る

と と も に 、 食 プ ロ ジ ェ ク ト に も 力 が 入 れ ら れ 、 各 所 で 島 民 に よ る お も て な し が 行 わ れ た 。  

今 後 の 展 開 方 針 ・ 展 開 内 容  

＜ 地 域 づ く り を 促 進 す る ア ー ト 活 動 ＞  

小 豆 島 で は 初 回 芸 術 祭 の 中 山 ・肥 土 山 地 区 か ら 始 ま り 、 以 降 、 各 港 を ベ ー ス に 作 品 展 開 を

行 っ て き た 。こ の 動 き を ベ ー ス に 土 庄 町 、小 豆 島 町 そ れ ぞ れ の 地 域 振 興 方 針 に 関 わ る よ う

に 作 品 展 開 を 進 め て い く 。  

こ れ ま で の 流 れ を 引 き 継 ぎ な が ら 、小 豆 島 の ス ケ ー ル 感 に ふ さ わ し い 作 家 、作 品 に よ る 展

開 を 図 る 。 福 武 ハ ウ ス で は 、 ア ジ ア と の 交 流 を 一 層 深 め る 。  

 

主 な 既 存 作 品 ・ 継 続 展 開 プ ロ ジ ェ ク ト  

 

 

 

 

太 陽 の 贈 り 物  

 

 

 

 

ア ー ト ノ シ ョ ー  

タ ー ミ ナ ル  

 

 

 

 

小 豆 島 の 木  

 

 

 

 

猪 鹿 垣 の 島  

 

 

 

 

花 寿 波 島 の 秘 密  

 

 

 

 

つ ぎ つ ぎ き ん つ ぎ  

 

 

 

 

潮 耳 荘  

 

 

 

 

福 武 ハ ウ ス  

  

http://setouchi-artfest.jp/artwork/a065


15 

 

―大島  

特 色 ・ コ ン セ プ ト  

昔 な が ら の 美 し い 瀬 戸 内 の 島 の 風 景 が 残 る 大 島 は 、1909 年 に ハ ン セ ン 病 の 療 養 所 で あ

る 大 島 青 松 園 が 設 立 さ れ 、 長 期 に わ た る 国 の 隔 離 政 策 に よ っ て 、 入 所 者 は 多 く の 苦 痛

と 悲 し み を 余 儀 な く さ れ た 。 現 在 は 、 往 来 が 自 由 に な り 、 入 所 者 全 員 が ハ ン セ ン 病 の

基 本 治 療 を 終 え 、 日 常 生 活 の 支 援 と 、 ハ ン セ ン 病 を 正 し く 理 解 す る た め の 活 動 が 行 わ

れ て い る 。  

他 の 島 と は 異 な る 環 境 で あ る こ と か ら 、 作 品 の 制 作 プ ロ セ ス や 公 開 方 法 ・ 展 示 場 所 な

ど は 、プ ロ ジ ェ ク ト の 活 動 プ ロ セ ス の 中 で 検 討 し 、住 民 と 来 島 者 と の か か わ り の 中 で 、

美 術 を 通 し て 地 域 と 人 の 豊 か な 環 境 を 構 築 す る た め 、「 や さ し い 美 術 プ ロ ジ ェ ク ト 」を

展 開 し て き た 。  

2016 ま で の 取 組 み  

入 所 者 と の 交 流 を 深 め 、島 の 内 外 の つ な が り を 紡 ぎ 出 す「 や さ し い 美 術 プ ロ ジ ェ ク ト 」

や 地 域 と 人 の 豊 か な 環 境 を 整 備 し て き た 田 島 征 三 の 活 動 を 中 心 に 、 こ え び 隊 の 会 期 外

も 含 め た ガ イ ド の 実 施 な ど 丁 寧 な 活 動 を 続 け て い る 。ま た 、「 大 島 の 在 り 方 を 考 え る 会 」

を 経 て 、 こ ど も の た め の サ マ ー キ ャ ン プ や ラ ジ オ 番 組 「 大 島 ア ワ ー 」 と い っ た 入 所 者

の 意 思 に 伴 奏 す る 活 動 が 生 ま れ た 。  

今 後 の 展 開 方 針 ・ 展 開 内 容  

＜ 将 来 の あ り 方 を 見 据 え た 展 開 ＞  

住 民 、 大 島 青 松 園 、 高 松 市 、 香 川 県 と 連 携 し な が ら 、 今 ま で の 活 動 を 維 持 し つ つ 、 こ

ど も サ マ ー キ ャ ン プ の 充 実 な ど 将 来 の 島 の あ り 方 を 見 据 え た 活 動 を 行 う 。  

大 島 の 歴 史 に 焦 点 を 当 て て 表 現 で き る 作 家 を 選 定 し 、 美 術 を 通 し て 島 に 関 わ る プ ロ ジ

ェ ク ト を 展 開 す る 。  

 

主 な 既 存 作 品 ・ 継 続 展 開 プ ロ ジ ェ ク ト  

森 の 小 径  

 

 

 

 

青 空 水 族 館  

 

 

 

 

{つ な が り の 家 }  

大島資料室・北海道書庫 

 

 

 

 

{つ な が り の 家 }  

GALLERY15「海のこだま」 

{つ な が り の 家 }  

カ フ ェ ・ シ ヨ ル  

歩 み き た り て  

 

 

  

http://setouchi-artfest.jp/artwork/a090
http://setouchi-artfest.jp/artwork/a089
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―犬島  

特 色 ・ コ ン セ プ ト  

1909 年 に 銅 製 錬 所 が 開 設 さ れ 、島 の 人 口 は 、一 時 期 5,000 人 を 超 え た が 、1919 年 の 製

錬 所 の 閉 鎖 な ど に よ り 、 人 口 は 減 少 の 一 途 を 辿 っ た 。  

経 済 産 業 省 に よ る「 近 代 化 産 業 遺 産 群 」の 一 つ と し て 、製 錬 所 跡 地 が 認 定 さ れ た 。こ の

製 錬 所 の 遺 構 を 保 存 し 、環 境 に 負 荷 を 与 え な い 施 設 と し て 再 生 す る な ど 、犬 島 全 体 を「 建

築・現 代 ア ー ト・環 境 」に よ る 新 た な 循 環 型 社 会 の モ デ ル と す る こ と を 目 指 し た プ ロ ジ

ェ ク ト を 展 開 し て い る 。ま た 、犬 島 独 自 の 空 間 と 歴 史 を 活 か し た 演 劇 な ど も 開 催 し て い

る 。  

2016 ま で の 取 組 み  

2008 年 に 近 代 化 産 業 遺 産 で あ る 犬 島 製 錬 所 の 遺 構 を 保 存 ・ 再 生 し た 「 犬 島 精 錬 所 美 術

館 」が 開 館 し 、2010 年 に は 犬 島 の 集 落 に 犬 島「 家 プ ロ ジ ェ ク ト 」を 開 始 。会 期 毎 に 一 部

の 作 品 を 入 れ 替 え な が ら 展 開 し て き た 。 2016 年 に は 、 小 林 武 史 の 「 円 都 空 間 」 を は じ

め と す る パ フ ォ ー ミ ン グ ア ー ツ を 開 催 。 ま た 、 犬 島  く ら し の 植 物 園 を 開 園 し 、 食 べ 物

か ら エ ネ ル ギ ー に 至 る ま で 、自 給 自 足 を し な が ら 自 然 と と も に く ら す 歓 び を 体 験 で き る

場 づ く り を 実 施 し て き た 。  

今 後 の 展 開 方 針 ・ 展 開 内 容  

＜ 次 世 代 の た め の 循 環 型 ・ 持 続 可 能 な 社 会 の モ デ ル を つ く る ＞  

犬 島 の 歴 史・文 化・資 源・人 を よ り 体 感 で き る 取 組 み を 具 現 化 し 、「 滞 在 」を 通 し て 島 民

と 来 島 者 が と も に 次 世 代 の 循 環 型 ・ 持 続 可 能 な 「 く ら し 方 」「 生 き 方 」 を 犬 島 ラ ン ド ス

ケ ー プ プ ロ ジ ェ ク ト と し て 2016 年 か ら 始 動 し た 「 犬 島  く ら し の 植 物 園 」 の 活 動 な ど

を 中 心 に 、 一 緒 に 考 え て い け る よ う な 機 会 と 空 間 を 提 供 す る 。  

作 品 の 更 新 を 行 う ほ か 、島 で の 滞 在 施 設 の 整 備 に 取 り か か る 。こ の 場 所 で し か で き な い

体 験 と し て 、 パ フ ォ ー ミ ン グ ア ー ツ に 力 を 入 れ る 。  

 

主 な 既 存 作 品 ・ 継 続 展 開 プ ロ ジ ェ ク ト  

犬 島 「 家 プ ロ ジ ェ ク ト 」  犬 島  く ら し の 植 物 園  犬 島 精 錬 所 美 術 館  
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―沙弥島  

特 色 ・ コ ン セ プ ト  

万 葉 集 の 柿 本 人 麻 呂 の 長 歌 に 詠 ま れ て い る な ど 歴 史 深 い 島 。番 の 州 工 業 地 帯 の 大 規 模 な

埋 め 立 て 造 成 に よ っ て 、 1960 年 代 後 半 に 東 隣 の 瀬 居 島 と と も に 陸 続 き に な っ た 。 現 在

は 、東 側 に 瀬 戸 大 橋 記 念 公 園 が 整 備 さ れ 、夏 場 は「 快 水 浴 場 百 選 」（ 環 境 省 ）に 選 ば れ た

沙 弥 島 海 水 浴 場 が 多 く の 海 水 浴 客 で に ぎ わ っ て い る 。  

沙 弥 島 を は じ め 、与 島 地 区 ５ 島 や 坂 出 市 の 特 徴 を と ら え 、地 域 の 歴 史 や 文 化 を 活 か し た

活 動 が 行 わ れ て い る 。  

2016 ま で の 取 組 み  

2013 年 か ら 会 場 に 加 わ り 、2013、2016 と い ず れ も 春 会 期 に 参 加 。沙 弥 島 の 新 た な ス ポ

ッ ト と し て 親 し ま れ て い る 小 高 い 丘 の 作 品 「 階 層 ・ 地 層 ・ 層 （ 2013～ ）」 や 、 沙 弥 島 、

瀬 居 島 、与 島 、岩 黒 島 、櫃 石 島 の 5 つ の 島 に 暮 ら す 人 々 が 協 働 し て 制 作 し た 巨 大 で カ ラ

フ ル な 作 品「 そ ら あ み ＜ 島 巡 り ＞ 」（ 2013、2016）、ま た 、旧 沙 弥 小・中 学 校 に お け る 神

戸 芸 術 工 科 大 学 の ア ー ト プ ロ ジ ェ ク ト や 「 沙 弥 島 ・ 西 ノ 浜 の 家 （ 2013～ ）」 で の 地 元 の

食 の プ ロ ジ ェ ク ト 、瀬 戸 大 橋 を 一 望 で き る ナ カ ン ダ 浜 の 絶 景 ポ イ ン ト に 設 置 さ れ た ベ ン

チ の 作 品 「 八 人 九 脚 （ 2013～ ※ 現 在 は 瀬 戸 大 橋 記 念 公 園 に 移 設 ）」 な ど 、 島 の 歴 史 や 現

状 を 魅 力 的 に 伝 え る 作 品 を 、ワ ー ク シ ョ ッ プ な ど 地 域 の 住 民 と の 共 同 作 業 を 通 し て 展 開

し て き た 。  

今 後 の 展 開 方 針 ・ 展 開 内 容  

＜ 与 島 地 区 ５ 島 の つ な が り を 深 め る ＞  

従 来 の 展 開 を 受 け 継 ぎ つ つ 、 与 島 地 区 ５ 島 の 連 携 を 図 る 作 品 展 開 を 考 え て い く 。  

地 域 の 伝 統 行 事 も 活 か し な が ら 、 春 会 期 に ふ さ わ し い 作 品 、 イ ベ ン ト を 計 画 す る 。  

中 西 讃 の 島 に お い て は 、ア ジ ア 地 域 と 恒 常 的 か つ 密 接 な 関 係 を 築 い て い け る よ う 、各 国

の 芸 術 祭 や ア ー ト グ ル ー プ と の 連 携 も 視 野 に 、 ア ー テ ィ ス ト を 選 定 す る 。  

 

主 な 既 存 作 品 ・ 継 続 展 開 プ ロ ジ ェ ク ト  

 

 

 

 

階 層 ・ 地 層 ・ 層  

 

 

 

 

沙 弥 島・西 ノ 浜 の 家  

 

 

 

 

八 人 九 脚  

 

  

http://setouchi-artfest.jp/artwork/a100
http://setouchi-artfest.jp/artwork/a101
http://setouchi-artfest.jp/artwork/a104
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―本島  

特 色 ・ コ ン セ プ ト  

優 れ た 航 海 技 術 を 持 っ た 塩 飽 水 軍 の 本 拠 地 と し て 栄 え 、 い た る 所 に 人 名 （ に ん み ょ う ）

統 治 の 歴 史 的 遺 産 が 残 っ て い る 。日 本 人 の 手 で 初 め て 太 平 洋 を 渡 っ た 咸 臨 丸 の 乗 組 員 の

多 く は 塩 飽 の 船 乗 り で あ っ た 。ま た 、船 乗 り の 一 部 は 、造 船 技 術 を 活 か し 、宮 大 工 や 家

大 工 と し て 「 塩 飽 大 工 」 の 名 を 世 に 知 ら し め た 。  

塩 飽 勤 番 所 跡 、千 歳 座 、笠 島 地 区 な ど 、島 に 存 在 す る 歴 史 あ る 地 域 資 産 を 保 存 し 、活 か

す 活 動 を 行 っ て い る 。  

2016 ま で の 取 組 み  

2013 年 か ら 会 場 に 加 わ り 、2013、2016 と い ず れ も 秋 会 期 に 参 加 。塩 飽 大 工 衆 の 復 活 を

願 い 活 動 を 開 始 さ せ た 「 善 根 湯 ×版 築 プ ロ ジ ェ ク ト （ 2013～ ）」 や 、 瀬 戸 内 の 美 し さ を

ヨ ー ロ ッ パ に 伝 え た シ ー ボ ル ト を モ チ ー フ に し た 作 品「 シ ー ボ ル ト ガ ー デ ン（ 2013～ ）」

の ほ か 、海 辺 に 和 船 を 思 わ せ る 立 体 作 品 を 設 置 し た「 水 の 下 の 空（ 2016～ ）」、咸 臨 丸 の

水 夫 の 生 家 を 作 品 に し た「 咸 臨 の 家（ 2016～ ）」、両 墓 制 に 着 目 し た「 産 屋 か ら 、殯 屋 か

ら （ 2016～ ）」 な ど 、 島 に ち な ん だ 作 品 を 展 開 し て き た 。 ま た 、 重 要 伝 統 的 建 造 物 群 保

存 地 区 の 笠 島 集 落 を 作 品 展 開 の 基 点 と し 、 島 の 歴 史 あ る 地 域 資 産 を 作 品 と 共 に 紹 介 し

た 。  

今 後 の 展 開 方 針 ・ 展 開 内 容  

＜ 島 の 歴 史 に 焦 点 を 当 て る ＞  

塩 飽 水 軍 の 本 拠 地 と し て 栄 え た 島 独 特 の 歴 史 、重 要 伝 統 的 建 造 物 群 保 存 地 区 に 選 定 さ れ

る ほ ど の 整 っ た 町 並 み に 作 品 を あ わ せ て 制 作 し て い く 。  

笠 島 地 区 の 独 特 の 景 観 を 活 か す な ど 、 島 の ポ テ ン シ ャ ル を 引 き 出 す 作 品 を 制 作 す る 。  

中 西 讃 の 島 に お い て は 、ア ジ ア 地 域 と 恒 常 的 か つ 密 接 な 関 係 を 築 い て い け る よ う 、各 国

の 芸 術 祭 や ア ー ト グ ル ー プ と の 連 携 も 視 野 に 、 ア ー テ ィ ス ト を 選 定 す る 。  

 

主 な 既 存 作 品 ・ 継 続 展 開 プ ロ ジ ェ ク ト  

 

 

 

 

Vertrek「 出 航 」  

 

 

 

 

シ ー ボ ル ト ガ ー デ ン  

 

 

 

 

漆 喰・鏝 絵 か ん ば ん

プ ロ ジ ェ ク ト  

 

 

 

 

善 根 湯 × 版 築 プ ロ

ジ ェ ク ト  

 

 

 

 

水 の 下 の 空  

 
産 屋 か ら 、殯 屋 か ら  

 
咸 臨 の 家  

  

http://setouchi-artfest.jp/artwork/a111
http://setouchi-artfest.jp/artwork/a107
http://setouchi-artfest.jp/artwork/a106
http://setouchi-artfest.jp/artwork/a105
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―高見島  

特 色 ・ コ ン セ プ ト  

急 傾 斜 地 に 家 が 建 ち 並 び 、縫 う よ う に 小 路 が 伸 び る 独 特 の 古 い 町 並 み と 自 然 石 の 乱 れ 積

み の 石 垣 を 残 し て い る 。か つ て は 、蚊 取 り 線 香 の 原 料 で あ る 除 虫 菊 の 栽 培 が 盛 ん で 、人

口 は 一 時 期 1000 人 を 超 え た が 、 今 で は 、 殺 虫 剤 の 普 及 に よ り 生 産 は 途 絶 え 、 人 口 も わ

ず か に な っ て い る 。  

廃 校 と な っ た 高 見 小 学 校 や 空 き 家 を 活 用 し た 作 品 展 開 を 行 い な が ら 、地 域 独 特 の 食 文 化

で あ る 茶 が ゆ を 振 る 舞 う な ど 、 地 域 住 民 に よ る 来 場 者 へ の お 接 待 も 行 わ れ て き た 。  

2016 ま で の 取 組 み  

2013 年 か ら 会 場 に 加 わ り 、 2013、 2016 と い ず れ も 秋 会 期 に 参 加 。 2013 年 か ら 活 動 を

継 続 し て い る 京 都 精 華 大 学 チ ー ム の ア ー ト プ ロ ジ ェ ク ト を 中 心 に 、作 品 展 開 を 行 っ て い

る 。  

高 台 に 位 置 す る 庭 や 納 屋 を レ ス ト ラ ン と し て 改 装 し た 「 海 の テ ラ ス （ 2013～ ）」 や 「 除

虫 菊 の 家（ 2013～ ）」、古 民 家 に 小 さ な 穴 を 膨 大 に 開 け た「 う つ り か わ り の 家（ 2013～ ）」、

古 民 家 の 壁 に 突 き 刺 さ っ た ア ク リ ル 板 を 通 じ て 光 が 室 内 へ と 射 し 込 む 「 時 の ふ る 家

（ 2016～ ）」 な ど 、 島 に 残 さ れ た 伝 統 的 な 古 民 家 の 記 憶 や 祭 り 、 か つ て 栽 培 が 盛 ん で あ

っ た 除 虫 菊 な ど を 題 材 に し た 作 品 を 展 開 し て き た 。  

今 後 の 展 開 方 針 ・ 展 開 内 容  

＜ ア ー ト イ ベ ン ト の 充 実 ＞  

引 き 続 き 京 都 精 華 大 学 の プ ロ ジ ェ ク ト を 中 心 に ア ー ト 展 開 を 図 る ほ か 、島 外 か ら の 参 加

が あ る イ ベ ン ト を 展 開 す る 。  

中 西 讃 の 島 に お い て は 、ア ジ ア 地 域 と 恒 常 的 か つ 密 接 な 関 係 を 築 い て い け る よ う 、各 国

の 芸 術 祭 や ア ー ト グ ル ー プ と の 連 携 も 視 野 に 、 ア ー テ ィ ス ト を 選 定 す る 。  

 

主 な 既 存 作 品 ・ 継 続 展 開 プ ロ ジ ェ ク ト  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

う つ り か わ り の 家  

 

 

 

 

除 虫 菊 の 家  

 

 

 

 

海 の テ ラ ス  

 

 

 

 

時 の ふ る 家  

http://setouchi-artfest.jp/artwork/a121
http://setouchi-artfest.jp/artwork/a123
http://setouchi-artfest.jp/artwork/a125
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―粟島  

特 色 ・ コ ン セ プ ト  

戦 国 時 代 は 塩 飽 水 軍 の 拠 点 と な り 、江 戸 時 代 か ら 明 治 初 期 ま で 北 前 船 の 寄 港 地 と し て 栄

え た 。 そ の 後 、 1897 年 に 日 本 で 最 初 の 国 立 海 員 学 校 が 設 立 さ れ 、 多 く の 船 乗 り を 輩 出

し た が 、 海 運 業 の 衰 退 で 1987 年 に 閉 鎖 さ れ た 。 そ の 跡 地 に 、 粟 島 海 洋 記 念 公 園 と し て

整 備 さ れ た「 粟 島 海 洋 記 念 館 」は 、島 の シ ン ボ ル と な っ て お り 、90 年 間 の 歴 史 と 誇 り が

今 も 色 濃 く 残 っ て い る 。  

2010 年 か ら 続 く 日 比 野 克 彦 の 「 瀬 戸 内 海 底 探 査 船 美 術 館 プ ロ ジ ェ ク ト 」 を 基 軸 に 、 瀬

戸 内 海 の 歴 史 や 魅 力 を 感 じ さ せ る ア ー ト プ ロ ジ ェ ク ト を 展 開 し て い る 。  

2016 ま で の 取 組 み  

2013 年 か ら 会 場 に 加 わ り 、2013、2016 と い ず れ も 秋 会 期 に 参 加 。海 底 か ら 引 き 揚 げ た

品 々 を 展 示 す る「 一 昨 日 丸 」や「 ソ コ ソ コ 想 像 所 」な ど の「 瀬 戸 内 海 底 探 査 船 美 術 館 プ

ロ ジ ェ ク ト （ 2010～ ）」 を 基 軸 に 作 品 を 展 開 し て い る 。 ま た 、 使 わ れ な く な っ た 郵 便 局

を 一 部 改 装 し 、「 漂 流 私 書 箱 」を 設 置 し た「 漂 流 郵 便 局（ 2013～ ）」が 全 国 的 な 話 題 を 集

め た 。 2016 年 に は 旧 幼 稚 園 や 島 の 廃 校 を 使 用 し た 「 思 考 の 輪 郭 （ 2016）」「 過 ぎ 去 っ た

子 供 達 の 歌（ 2016）」な ど の イ ン ス タ ー レ ー シ ョ ン を 展 開 し た 。ま た 、粟 島 芸 術 家 村 で 、

「 粟 島 ア ー テ ィ ス ト ・ イ ン ・ レ ジ デ ン ス 」 作 家 等 の 作 品 展 示 を 行 っ た 。  

今 後 の 展 開 方 針 ・ 展 開 内 容  

＜ 海 洋 記 念 館 を 基 点 と し た 作 品 の 広 が り ＞  

拠 点 施 設 で あ る 粟 島 海 洋 記 念 館 の 改 修 工 事 が 行 わ れ る こ と を 踏 ま え 、そ の 内 容 に 芸 術 祭

が 関 わ り を 持 つ よ う に 作 品 を 展 開 し て い く 。記 念 館 を 基 点 に 作 品 の 広 が り が 島 全 体 に も

た ら さ れ る こ と を 重 視 す る 。  

瀬 戸 内 海 底 探 査 船 美 術 館 プ ロ ジ ェ ク ト を 基 軸 に 、粟 島 海 洋 記 念 館 の 活 用 を 図 り な が ら 作

品 を 展 開 す る 。  

中 西 讃 の 島 に お い て は 、ア ジ ア 地 域 と 恒 常 的 か つ 密 接 な 関 係 を 築 い て い け る よ う 、各 国

の 芸 術 祭 や ア ー ト グ ル ー プ と の 連 携 も 視 野 に 、 ア ー テ ィ ス ト を 選 定 す る 。  

 

主 な 既 存 作 品 ・ 継 続 展 開 プ ロ ジ ェ ク ト  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

瀬 戸 内 海 底 探 査 船

美 術 館 プ ロ ジ ェ ク

ト  

 

 

 

 

須 田 港 待 合 所 プ

ロ ジ ェ ク ト  

http://setouchi-artfest.jp/artwork/a133
http://setouchi-artfest.jp/artwork/a134
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―伊吹島  

特 色 ・ コ ン セ プ ト  

他 島 か ら 離 れ て 燧 灘 (ひ う ち な だ )に 浮 か ぶ 伊 吹 島 は 、独 特 の 趣 を 湛 え 、日 本 で 唯 一 、平

安 時 代 の 京 言 葉 の ア ク セ ン ト を 残 す 島 で も あ る 。ま た 、讃 岐 う ど ん の ダ シ に 欠 か せ な い

良 質 な 煮 干 し（ イ リ コ ）の 生 産 が 盛 ん で 、こ の「 伊 吹 い り こ 」は 島 の 名 産 と し て 全 国 に

出 荷 さ れ て い る 。  

島 の 活 気 あ る 漁 撈 文 化 を 活 か す と と も に 、 歴 史 資 産 を 明 ら か に す る 活 動 を 展 開 し て い

る 。  

2016 ま で の 取 組 み  

2013 年 か ら 会 場 に 加 わ り 、 2013 は 夏 、 2016 は 秋 会 期 に 参 加 。 廃 校 の 校 庭 に 設 置 し た

「 ト イ レ の 家（ 2013～ ）」、漁 網 や 浮 き な ど の 漁 道 具 や 生 活 用 品 を 素 材 に 島 の 人 た ち や 小

中 学 生 ら と と も に 作 っ た「 沈 ま ぬ 船（ 2013～ ）」、み か ん ぐ み ＋ 明 治 大 学 学 生 が 島 独 特 の

材 料 を 使 用 し て 建 立 し た「 イ リ コ 庵（ 2016～ ）」、島 の 素 材 を 使 い 、瀬 戸 内 の 風 を 感 じ さ

せ る 作 品「 Here,There,Everywhere:Project Another Country-Dap-Pay-（2016）」な ど 、

イ ワ シ 漁 や 島 の 暮 ら し 、 風 俗 に 根 ざ し た 作 品 を 展 開 し た 。  

今 後 の 展 開 方 針 ・ 展 開 内 容  

＜ 鑑 賞 者 の 回 遊 を 促 す ＞  

島 の 中 の 各 地 域 に 歴 史 的 な 独 特 の ポ イ ン ト が あ る こ と か ら 、そ れ ら 地 域 の 個 性 と 作 品 と

が 結 び つ く よ う に 作 品 展 開 を 進 め て い く 。  

よ り 一 層 住 民 が 参 加 で き る プ ロ ジ ェ ク ト を 実 施 す る 。  

中 西 讃 の 島 に お い て は 、ア ジ ア 地 域 と 恒 常 的 か つ 密 接 な 関 係 を 築 い て い け る よ う 、各 国

の 芸 術 祭 や ア ー ト グ ル ー プ と の 連 携 も 視 野 に 、 ア ー テ ィ ス ト を 選 定 す る 。  

 

主 な 既 存 作 品 ・ 継 続 展 開 プ ロ ジ ェ ク ト  

 

 

  

 

 

 

 

ト イ レ の 家  

 

 

 

 

イ リ コ 庵  

 

 

 

 

伊 吹 島 ド リ フ ト 伝 説  

http://setouchi-artfest.jp/artwork/a136
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―高松港周辺  

特 色 ・ コ ン セ プ ト  

島 へ の 玄 関 口 、海 と の 出 合 い の 場 、芸 術 祭 の 総 合 ス テ ー シ ョ ン と し て 、瀬 戸 内 の 人・コ

ト ・ モ ノ が 集 ま る 交 流 拠 点 と な っ て い る 。  

ア ー ト や イ ベ ン ト の み な ら ず 、「 産 物 」や「 食 」が 集 ま る マ ー ケ ッ ト を 設 置 し 、芸 術 祭 の

来 訪 者 に 食 の 楽 し み な ど を 提 供 す る こ と も 目 指 し て き た 。ま た 、宿 泊 拠 点 と な る こ と を

視 野 に 、夜 の 街 や 港 を 楽 し む プ ロ グ ラ ム や 、来 訪 者 を 迎 え 入 れ る 船 の 出 入 り の 演 出 な ど 、

に ぎ わ い と も て な し の プ ロ グ ラ ム を 提 供 し て き た 。  

2016 ま で の 取 組 み  

高 松 港 に 立 つ 、高 さ 8ｍ も の カ ラ フ ル な 2 本 の 柱「 Liminal Air-core-（ 2010～ ）」、芸 術

祭 2013 で 台 湾 か ら 豊 島 を 航 海 し 、 一 度 台 湾 に 戻 っ て 高 松 港 に 到 着 し た 種 の 船 「 国 境 を

越 え て・海（ 2016～ ）」な ど シ ン ボ リ ッ ク な 作 品 が 設 置 さ れ て い る 。ま た 、2010 年 、2013

年 に は 「 高 松 う み あ か り プ ロ ジ ェ ク ト 」 で 多 く の 市 民 が 協 働 し 、 2016 年 に は 、 流 儀 が

異 な る 獅 子 舞 の 団 体 約 50 組 が 集 結 す る 「 獅 子 舞 王 国 さ ぬ き in 高 松 港 （ 2016）」 に 新 た

に 取 り 組 ん だ 。 そ の 他 、 ア ジ ア と の つ な が り を 深 め る 取 組 み と し て 「 ベ ン ガ ル 島

（ 2013）」、「 瀬 戸 内 ア ジ ア 村（ 2016）」を 展 開 し た ほ か 、栗 林 公 園 で は 、瀬 戸 内 の 風 土 や

歴 史 文 化 な ど に 根 ざ し た パ フ ォ ー マ ン ス と 地 元 食 材 を 使 っ た 料 理 を 振 る 舞 う「 讃 岐 の 晩

餐 会 （ 2016）」 を 行 っ た 。  

今 後 の 展 開 方 針 ・ 展 開 内 容  

＜ 芸 術 祭 の 母 港 と し て の 魅 力 の 充 実 ＞  

港 一 帯 が 物 産 、地 域 の シ ョ ー ル ー ム に な る よ う に 工 夫 す る ほ か 、高 松 港 を 拠 点 に ア ジ ア

と の つ な が り を よ り 充 実 さ せ る よ う に す る 。引 き 続 き 、屋 島 も 含 め た 作 品 展 開 を 充 実 さ

せ る 。  

高 松 港 周 辺 で 地 域 の も の づ く り を ア ー ト の 視 点 か ら 見 せ る 拠 点 を 整 備 す る 。ま た 、前 回

芸 術 祭 の APAMS の よ う な パ フ ォ ー ミ ン グ・ア ー ト の プ ラ ッ ト フ ォ ー ム を 整 備 し 、芸 術

祭 に 参 加 す る 各 国 か ら の ア ー テ ィ ス ト や 関 係 者 が 、 週 末 に 集 い イ ベ ン ト を 繰 り 広 げ る 。

瀬 戸 内 の シ ン ボ リ ッ ク な イ ベ ン ト （ お 芝 居 ） を 開 催 す る 。  

 

主 な 既 存 作 品 ・ 継 続 プ ロ ジ ェ ク ト  

 
Liminal Air –core- 

 

 

 

 

I ’m here 

こ こ に い る よ 。  

 

 

 

 

待 つ 人 /内 海 さ ん  

 
国 境 を 越 え て ・ 海  

 
銀 行 家 、看 護 師 、探 偵 、

弁 護 士  

 
Watch Tower 

 
ウ ェ ル カ ム /フ ァ ニ ー

ブ ル ー  

  

http://setouchi-artfest.jp/artwork/a145
http://setouchi-artfest.jp/artwork/a144
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―宇野港周辺  

特 色 ・ コ ン セ プ ト  

1909 年 に 本 州 と 四 国 を 結 ぶ 鉄 道 連 絡 船 の 港 湾 と し て 整 備 さ れ 、 翌 年 に は 宇 野 線 が 開 通

し 、 同 時 に 宇 高 連 絡 船 が 就 航 し た 。 1988 年 の 瀬 戸 大 橋 完 成 に 伴 っ て 宇 高 連 絡 船 が 廃 止

さ れ た が 、 民 間 航 路 の フ ェ リ ー タ ー ミ ナ ル と し て の 整 備 が す す め ら れ た 。  

岡 山 側 か ら 島 へ の 玄 関 口 と し て 情 報 が 集 ま る 拠 点 を 目 指 し 、人 が 集 ま る プ ラ ッ ト ホ ー ム

を 設 置 し 、 島 々 へ の 旅 の ス タ ー ト を 盛 り 上 げ る 場 所 と な っ て い る 。  

2016 ま で の 取 組 み  

宇 野 港 の シ ン ボ ル と し て 家 庭 の 不 要 品 を 集 め て 作 っ た 「 宇 野 の チ ヌ （ 2010～ ）」 を 設 置

し 、2016 年 に は コ チ ヌ も 生 ま れ た 。「 舟 底 の 記 憶（ 2013～ ）」や「 海 の 記 憶（ 2016～ ）」

と い っ た 港 を 想 起 さ せ る 作 品 を 複 数 展 開 し 、 ま た 、 宇 野 み な と 線 4 駅 を ア ー ト 化 し た

「 JR 宇 野 み な と 線 ア ー ト プ ロ ジ ェ ク ト （ 2016～ ）」、 か つ て の 日 本 で 活 躍 し た 連 絡 船 の

ア ー カ イ ブ を つ く る「 宇 野 港『 連 絡 船 の 町 』プ ロ ジ ェ ク ト 」な ど 、瀬 戸 内 海 や 宇 野 港 が

担 っ て き た 役 割 を 再 確 認 し 、本 州 と 四 国 を つ な ぐ「 連 絡 船 の 町 」と し て 宇 野 港 を 特 徴 づ

け る 作 品 を 展 開 し て き た 。  

今 後 の 展 開 方 針 ・ 展 開 内 容  

＜ 連 絡 船 の 町 の ブ ラ ン ド 化 ＞  

連 絡 船 の 町 と し て の ブ ラ ン ド 化 が 促 進 さ れ る よ う な 作 品 展 開 を 行 う と と も に 、過 去 ３ 回

の 開 催 の 中 で 充 実 し て き た 高 校 生 を は じ め と す る 住 民 と の 関 係 性 を 強 め て い く 。  

市 が 進 め る「 た ま の ス チ ュ ー デ ン ト ガ イ ド 育 成 プ ロ グ ラ ム 」や「 た ま の 版 CCRsea」と

連 動 す る ワ ー ク シ ョ ッ プ な ど の 実 施 を 通 じ て 、作 品 や イ ベ ン ト 、食 の 提 供 な ど を 総 合 的

に 検 討 し 、 作 り 上 げ て い く 。  

 

主 な 既 存 作 品 ・ 継 続 プ ロ ジ ェ ク ト  

 

 

 

 

宇 野 の チ ヌ  

 
終 点 の 先 へ  

 
JR 宇 野 み な と 線  

ア ー ト プ ロ ジ ェ ク ト  
 

海 の 記 憶  

 
宇 野 港「 連 絡 船 の 町 」

プ ロ ジ ェ ク ト  

 

  

http://setouchi-artfest.jp/artwork/a152
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4-3 アーティスト選考  

ア ー テ ィ ス ト の 選 考 は 、 作 品 設 置 場 所 等 の 諸 条 件 、 地 域 の 素 材 や

住 民 と の 関 わ り な ど を 考 慮 し 、 招 待 ま た は 公 募 に よ っ て 行 い ま す 。

選 考 に あ た っ て は 、 作 家 の 能 力 や 実 績 、 活 動 等 に つ い て で き る だ け

幅 広 い 情 報 を 収 集 し 、 円 滑 か つ 効 果 的 に 選 考 を 行 う た め の 体 制 を 整

え 、 ま た 選 考 の 公 平 性 の 確 保 を 図 る た め に 、 前 回 の 芸 術 祭 で 新 た に

設 置 し た 「 瀬 戸 内 国 際 芸 術 祭 ア ー テ ィ ス ト 選 考 ア ド バ イ ザ リ ー ボ ー

ド 」を 引 き 続 き 設 置 す る と と も に 、作 品 公 募 に つ い て は 、広 く 国 内 外

か ら 募 集 し ま す 。  

 

招 待：サ イ ト ス ペ シ フ ィ ッ ク ＊ な 作 品 制 作 や 、コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を

テ ー マ と す る 作 品 展 開 な ど に 定 評 ・ 実 績 の あ る ア ー テ ィ ス ト 、

並 び に 新 進 気 鋭 の ア ー テ ィ ス ト を 国 内 外 か ら 招 待 し ま す 。  

 

公 募 ： 島 々 の 魅 力 を 発 見 し 、 地 域 資 源 を 活 か し た ア ー ト プ ロ ジ ェ ク

ト を 広 く 国 内 外 か ら 公 募 し ま す 。新 し い 才 能 の 発 掘・育 成 の 場

と す る と と も に 、 事 前 広 報 の 場 と し て も 活 用 し ま す 。  

   応 募 受 付 期 間 ： 2018 年 １ 月 16 日 ～ 31 日  

 

＊ サ イ ト ス ペ シ フ ィ ッ ク  

特 定 の 場 所 に 帰 属 す る 性 質 を 示 し 、 美 術 作 品 の 場 合 は 、 場 所 を 活 か し  

た 表 現 に よ り 制 作 さ れ た 作 品 を 指 す 。  

 

瀬 戸 内 国 際 芸 術 祭 2019 ア ー テ ィ ス ト 選 考 ア ド バ イ ザ リ ー ボ ー ド 委 員  

椹  木  野  衣  多 摩 美 術 大 学 教 授  

鷲  田  め る ろ  金 沢 21 世 紀 美 術 館 キ ュ レ ー タ ー  

 



 

 

2
5

 

4-4 スケジュール  

 

 

 

11月12月 1月 2月 3月 8月

2018 2019

10月9月4月 5月 6月 7月 8月 4月 5月 6月 7月10月 11月 9月

11/4開会式■

作品展開場所の検討・調整

作品制作

企画発表会（東京）作家選考

■



26 

 

第５章  受入環境の整備  

5-1 方針  

  5-1-1 基本方針  

芸 術 祭 の 会 場 の 多 く は 離 島 で す 。 船 に 乗 っ て 島 に 渡 り 、 作 品 に た

ど り 着 く ま で の プ ロ セ ス 、 決 し て 便 利 と は 言 え な い 島 の 暮 ら し を 体

験 す る こ と そ の も の が こ の 芸 術 祭 の 魅 力 で あ り 、 特 徴 で す が 、 一 方

で フ ェ リ ー な ど の 海 上 交 通 の 便 数 や 島 内 の 移 動 手 段 、 島 内 の 宿 泊 や

食 事 場 所 に は 限 り が あ る こ と か ら 、 会 期 中 に は そ れ ら の 充 実 も 欠 か

せ ま せ ん 。  

島 の 体 験 そ の も の と 利 便 性 の バ ラ ン ス を 見 極 め な が ら 、 海 上 交 通

及 び 島 内 交 通 に 関 す る 対 策 を 講 じ 、 来 場 者 の 交 通 手 段 の 確 保 に 努 め

る ほ か 、 高 松 港 ・ 宇 野 港 周 辺 も 含 め た 宿 泊 な ど の 受 入 態 勢 の 充 実 に

努 め ま す 。  

 

  5-1-2 取組みの概要  

船 や バ ス な ど の 交 通 事 業 者 や 地 元 市 町 等 と の 連 携 を 図 り 、 会 期 中

に 島 と 島 を 結 ぶ 新 規 航 路 の 開 設 や 、 既 存 航 路 の 増 便 な ど を 検 討 す る

と と も に 、 規 模 の 大 き な 島 で は 、 バ ス 路 線 の 充 実 に つ い て 検 討 し ま

す 。高 松 港 や 宇 野 港 な ど 、島 々 へ の 移 動 の 拠 点 と な る 港 周 辺 で は 、駐

車 場 の 確 保 や 最 寄 駅 か ら の 交 通 ア ク セ ス の 充 実 を 検 討 し ま す 。  

ま た 、会 期 中 、十 分 な 数 の 来 場 者 に 対 応 で き る よ う 、各 会 場 に お け

る 宿 泊 な ど の 受 入 環 境 に つ い て 、 可 能 な 対 応 を 検 討 し ま す 。  

 

5-2 海上交通  

  5-2-1 会期中の航路拡充等  

来 場 者 の 交 通 ア ク セ ス の 向 上 を 図 る た め 、 会 場 と な る 島 々 を 結 ぶ

航 路 で 、 前 回 の 芸 術 祭 開 催 時 と 同 レ ベ ル 以 上 の 輸 送 力 を 確 保 で き る

よ う 、新 規 定 期 航 路（ 臨 時 航 路 ）の 開 設 や 既 存 定 期 航 路 の 増 便 に 向 け

運 航 事 業 者 と 調 整 し ま す 。 ま た 、 前 回 そ れ ら の 対 応 を し て な お 混 雑

が 見 ら れ た 航 路・ダ イ ヤ は 、増 便 や 付 け 船（ 臨 時 便 ）な ど に よ る 拡 充

を 働 き か け ま す 。  

 

  5-2-2 共通乗船券  

来 場 者 の 利 便 性 向 上 や 乗 船 窓 口 付 近 で の 混 雑 緩 和 を 図 る た め 、 フ

ェ リ ー 共 通 乗 船 券 に つ い て 前 回 の ス キ ー ム を 基 本 と し て 検 討 し ま す 。 

 

  5-2-3 事前予約サービスの導入  

来 場 者 の 計 画 的 な 周 遊 の サ ポ ー ト や 、 運 航 事 業 者 の よ り 効 率 的 な
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混 雑 対 応 の た め 、 イ ン タ ー ネ ッ ト を 利 用 し た 事 前 予 約 サ ー ビ ス に つ

い て 調 査・検 討 し 、特 に 混 雑 す る 航 路 を 中 心 に 導 入 を 働 き か け ま す 。  

 

5-3 島内交通  

直 島 、豊 島 、女 木 島 、小 豆 島 、本 島 に お い て は 、前 回 開 催 時 と 同 レ

ベ ル 以 上 の 輸 送 力 を 確 保 で き る よ う 、 地 元 市 町 等 と 連 携 し な が ら 、

既 存 バ ス 路 線 の ダ イ ヤ の 増 便 等 を 行 い ま す 。 ま た 、 前 回 の 運 行 状 況

か ら 走 行 ル ー ト の 見 直 し が 必 要 と 考 え ら れ る 路 線 に つ い て 、 関 係 者

と 変 更 に 向 け た 協 議 を 行 い ま す 。  

 

5-4 本土側のアクセス  

  5-4-1 本土側港付近の交通  

中 西 讃 の 島 に つ い て 、 公 共 交 通 機 関 の 利 用 に よ る 来 場 に 対 応 す る

た め 、 地 元 市 町 等 と 連 携 し な が ら 、 島 々 へ の 玄 関 口 と な る 本 土 側 の

各 港 ま で 、最 寄 り の JR 各 駅 か ら 接 続 す る シ ャ ト ル バ ス を 運 行 し ま す 。 

 

  5-4-2 臨時駐車場  

自 家 用 車 で の 来 場 に 対 応 す る た め 、 島 々 へ の 玄 関 口 と な る 各 港 付

近 に 臨 時 駐 車 場 を 開 設 し ま す 。  

 

5-5 宿泊対策  

関 係 観 光 協 会 や ホ テ ル 旅 館 等 宿 泊 事 業 者 の 団 体 な ど を 通 じ て 、 各

宿 泊 事 業 者 に 芸 術 祭 に 関 す る 情 報 提 供 を 行 い ま す 。  

ま た 、 上 記 団 体 と 連 携 し 、 公 式 ウ ェ ブ サ イ ト や 各 案 内 所 で 来 場 者

に 対 し て 宿 泊 情 報 を 提 供 し ま す 。  

 

5-6 芸術祭鑑賞ツアー  

広 範 囲 に 点 在 す る 数 多 く の 作 品 を 楽 し む た め に は 、船 や バ ス の コ

ー ス を う ま く 組 み 立 て る 必 要 が あ り ま す が 、 慣 れ な い 来 場 者 に は 、

難 し さ も あ り ま す 。そ の よ う な 来 場 者 の ニ ー ズ に 応 え る た め 、各 会

場 の 作 品 を 効 率 よ く 鑑 賞 で き 、島 巡 り を 存 分 に 味 わ う こ と が で き る

芸 術 祭 鑑 賞 ツ ア ー を 実 施 し ま す 。  

会 場 と な る 島 々 で は 、こ え び 隊 や ツ ア ー 会 社 な ど と 連 携 し て 、ア

ー ト 作 品 や 島 の 歴 史・文 化 な ど に つ い て 案 内 す る ガ イ ド 付 き ツ ア ー

を 実 施 す る こ と で 、よ り 深 く 芸 術 祭 と 島 々 を 知 る 機 会 を 提 供 し ま す 。 
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5-7 警護・救急体制の整備  

会 場 と な る 各 島 や 本 土 側 の 港 に お い て 、芸 術 祭 開 催 時 の 混 雑 対 応・

安 全 確 保 の た め 必 要 な 場 所 に は 、 警 備 員 を 配 置 し て 対 応 が で き る よ

う に し ま す 。  

緊 急 時 に 迅 速 か つ 的 確 な 対 応 が で き る よ う 、 事 故 ・ 災 害 の 種 別 ご

と の 具 体 的 な 運 用 方 法 を 記 載 し た 会 場 別 マ ニ ュ ア ル を 整 備 し ま す 。  

会 場 で 傷 病 者 が 発 生 し た 場 合 は 、 消 防 署 と の 連 携 の も と 、 各 島 の

診 療 所 等 へ の 協 力 を 要 請 し ま す 。 な お 、 緊 急 時 に は 防 災 ヘ リ や 救 急

艇 を 活 用 で き る よ う 関 係 機 関 と の 調 整 を 行 い ま す 。  



   

2
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5-8 スケジュール  

 

 

 

11月

2018 2019

10月9月4月 5月 6月 7月 8月 4月 5月 6月 7月10月 11月 9月12月 1月 2月 3月 8月

11/4開会式

航路拡充に関する船会社等との調整 海上交通の運用等に関する調整

島内交通と本土側アクセスの拡充に関する関係者との調整

船便事前予約サービスの紹介

船会社における導入検討

導入準備 試験導入

■事前予約サービス導入

ガイドツアー実施 ガイドツアー実施 ガイドツアー実施 ガイドツアー実施ガイドツアー実施詳細内容検討 詳細内容検討 詳細内容検討 詳細内容検討 詳細内容検討2019全体内容検討
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第６章  広報  

6-1 方針  

6-1-1 基本方針  

芸 術 祭 は 、テ ー マ で あ る「 海 の 復 権 」の 実 現 に 向 け て 、現 代 ア ー ト

を 媒 介 に 、 地 域 の 活 性 化 や 再 生 活 動 に つ な が る こ と を 目 的 と し て い

ま す 。  

そ の た め に は 、 ア ー テ ィ ス ト と 地 域 住 民 、 ボ ラ ン テ ィ ア サ ポ ー タ

ー な ど に よ る 協 働 の ほ か 、国 、世 代 、ジ ャ ン ル を 超 え た 幅 広 い 層 か ら

の 来 場 に よ る「 交 流 人 口 の 拡 大 」が 不 可 欠 と な る こ と か ら 、広 範 囲 に

わ た る 情 報 発 信 を 行 い 、 多 様 な 層 か ら の 誘 客 を 図 っ て い き ま す 。  

同 時 に 、芸 術 祭 を 支 え る 仕 組 み や 、地 域 の 自 然 、文 化 、歴 史 、民 俗 、

生 活 な ど を 包 括 的 に 伝 え る こ と に よ り 、 芸 術 祭 の 開 催 意 義 を 広 く 伝

え て い き ま す 。  

6-1-2 取組みの概要  

企 画 発 表 会 、 地 元 説 明 会 や 島 々 で の 関 連 イ ベ ン ト な ど を 通 じ た Ｐ

Ｒ 活 動 を 行 っ て い く と と も に 、ポ ス タ ー・リ ー フ レ ッ ト や 公 式 ウ ェ ブ

サ イ ト な ど 、 さ ま ざ ま な 広 報 ツ ー ル に よ り 芸 術 祭 に 関 す る 情 報 を タ

イ ム リ ー に 提 供 し ま す 。ま た 、こ れ ま で 重 視 し て き た パ ブ リ シ テ ィ の

活 用 に 加 え 、 よ り ダ イ レ ク ト に 情 報 を 伝 え ら れ る Ｓ Ｎ Ｓ の 活 用 に 力

を 注 い で い き ま す 。  

さ ら に 、 今 回 の 芸 術 祭 に お い て は 、 海 外 か ら の 来 場 者 を よ り 一 層

増 加 さ せ る た め 、 対 象 と す る 地 域 に 応 じ た 、 き め 細 か い 広 報 活 動 を

行 っ て い き ま す 。  

6-2 情報発信活動  

6-2-1 ビジュアル展開  

日 本 を 代 表 す る グ ラ フ ィ ッ ク デ ザ イ ナ ー の 原 研 哉 が 、 こ れ ま で の

芸 術 祭 の ブ ラ ン ド イ メ ー ジ を 引 き 継 ぎ 、芸 術 祭 2019 の 広 報 デ ザ イ ン

全 般 を 手 掛 け ま す 。 そ れ を も と に 芸 術 祭 の イ メ ー ジ を 広 く 伝 え て い

き ま す 。  

 

6-2-2 メディア向け広報  

 芸 術 祭 の 認 知 度 を 高 め る と と も に 、 芸 術 祭 の 開 催 意 義 を 的 確 に 伝

え 、 ブ ラ ン ド イ メ ー ジ の 向 上 や ブ ラ ン ド 力 の 強 化 を 図 る た め 、 美 術

系 や 旅 行 系 の メ デ ィ ア に と ど ま ら ず 、 社 会 系 の メ デ ィ ア な ど 、 幅 広

い 分 野 の メ デ ィ ア を 対 象 に 情 報 発 信 を 行 い ま す 。  

ま た 、 国 内 外 に 向 け た 積 極 的 な 情 報 発 信 を 展 開 す る た め 、 東 京 な

ど に お い て 企 画 発 表 会 を 開 催 し 取 材 誘 致 に 取 り 組 む と と も に 、 開 幕

前 の 期 間 に お い て は 、 瀬 戸 内 フ ラ ム 塾 な ど が メ デ ィ ア に 取 り 上 げ ら
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れ る よ う 働 き か け ま す 。  

さ ら に 、芸 術 祭 各 会 期 の 開 幕 に あ わ せ 、プ レ ス ツ ア ー を 開 催 し 、メ

デ ィ ア 関 係 者 に 瀬 戸 内 の 魅 力 を 実 体 験 し て い た だ く こ と で 、 よ り 効

果 的 な 情 報 発 信 に つ な げ ま す 。  

 

6-2-3 一般向け広報  

ポ ス タ ー や リ ー フ レ ッ ト 、 公 式 ウ ェ ブ サ イ ト 、 SNS な ど 多 様 な 媒

体 を 活 用 し た 情 報 発 信 を 行 う ほ か 、 各 種 広 報 誌 へ の 掲 載 な ど に よ り

芸 術 祭 へ の 来 場 を 促 し ま す 。  

ま た 、 地 元 説 明 会 や 島 々 で の 芸 術 祭 関 連 イ ベ ン ト を 通 じ て 、 芸 術

祭 2019 の 告 知 と よ り 一 層 の サ ポ ー タ ー の 獲 得 を 図 り ま す 。  

さ ら に 、 芸 術 祭 へ の 期 待 感 を 一 気 に 高 め る た め 、 国 内 外 か ら 人 や

情 報 が 集 ま る 東 京 に お い て 開 幕 直 前 展 を 開 催 し 、 開 幕 に 向 け た 機 運

醸 成 を 図 り ま す 。  

 

6-2-4 旅行エージェント向け広報  

関 係 自 治 体 や 関 係 団 体 が 実 施 す る プ ロ モ ー シ ョ ン 活 動 と 連 携 し 、

東 京 な ど の 主 要 都 市 で 、 旅 行 エ ー ジ ェ ン ト を 対 象 に し た 説 明 会 や 商

談 会 に お い て 芸 術 祭 の 魅 力 を 伝 え る ほ か 、 作 品 鑑 賞 や 島 巡 り を 楽 し

め る 情 報 を 提 供 す る こ と に よ り 、 旅 行 商 品 の 造 成 を 促 し ま す 。  

 

6-2-5 海外向け広報  

海 外 の テ レ ビ ・ 雑 誌 等 の メ デ ィ ア に よ る 取 材 を 誘 致 し 、 適 切 に 情

報 提 供 す る こ と に よ り 、 正 確 な 情 報 が で き る だ け 多 く の 方 々 に 届 け

ら れ る よ う な 仕 掛 け を 講 じ て い き ま す 。  

ま た 、関 係 団 体 と 協 力 し て 発 信 力 の 強 い SNS ユ ー ザ ー を 招 へ い す

る モ ニ タ ー ツ ア ー の 実 施 を 検 討 す る な ど 、 SNS を 活 用 し た 芸 術 祭 の

情 報 発 信 を 実 施 し 、 海 外 か ら の 来 場 者 の 増 加 を 目 指 し ま す 。  

実 行 委 員 会 の 関 係 団 体 が 実 施 す る 海 外 プ ロ モ ー シ ョ ン 活 動 と 連 携

し 、 国 内 外 の 旅 行 エ ー ジ ェ ン ト へ の 情 報 提 供 や 商 談 会 へ の 参 加 の ほ

か 、 大 使 館 や 香 川 ア ン バ サ ダ ー な ど の 協 力 を 得 な が ら 、 幅 広 い 層 へ

芸 術 祭 の 魅 力 を 伝 え て い き ま す 。  
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6-3 広報ツール  

6-3-1 公式ウェブサイト  

芸 術 祭 の 価 値 や 魅 力 に つ い て 、 国 内 外 お け る 認 知 度 を よ り 高 め る

た め 、 公 式 ウ ェ ブ サ イ ト に お い て 芸 術 祭 に 関 す る さ ま ざ ま な 情 報 を

集 約 し て 発 信 す る と と も に 、 公 式 ウ ェ ブ サ イ ト の 内 容 の 充 実 を 図 り

ま す 。  

ま た 、現 行 の ５ ヵ 国 語（ 日 本 語・英 語・中 国 語（ 簡 体 字・繁 体 字 ）・

韓 国 語 ） に よ る 多 言 語 化 を 引 き 続 き 行 い ま す 。  

 

 

6-3-2 公式 SNS（フェイスブック、ツイッター、インスタグラム）  

情 報 の 伝 達 や 拡 散 な ど に 有 効 で あ る SNS を 活 用 し 、瀬 戸 内 の 最 新

情 報 や 作 品 制 作 状 況 な ど を タ イ ム リ ー に 発 信 す る こ と に よ り 、 利 用

者 が 芸 術 祭 を よ り 身 近 に 感 じ 、 来 場 意 欲 を 高 め ら れ る よ う 取 り 組 み

ま す 。  

 

 

6-3-3 ポスター、リーフレット  

芸 術 祭 2019 の ポ ス タ ー と リ ー フ レ ッ ト を 作 成 し 、 首 都 圏 や 関 西

圏 、中 四 国 な ど で 配 布・掲 出 し ま す 。ま た 、空 港 、駅 、港 な ど の 交 通

拠 点 を は じ め 、旅 行 会 社 、宿 泊 施 設 、大 型 商 業 施 設 、全 国 の 美 術 館 や

ギ ャ ラ リ ー な ど の 文 化 施 設 、美 術・建 築 系 大 学 な ど の 教 育 施 設 、連 携

す る ア ー ト イ ベ ン ト な ど へ 効 果 的 に 配 布 ・ 掲 出 す る こ と で 、 芸 術 祭

の イ メ ー ジ を 広 く 発 信 し ま す 。  

 



 

 

 

3
3

 

6-4 スケジュール  

 

 

11月

2018 2019

10月9月4月 5月 6月 7月 8月 4月 5月 6月 7月10月 11月 9月12月 1月 2月 3月 8月

11/4開会式■

公式ウェブサイト・公式SNSによる情報発信

メディア向け広報

■

企画発表会（東京）

■

公式ウェブサイトリニューアル

ビジュアル検討

■

ビジュアル発表

■

開幕直前展（東京）
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第７章  来場者への情報提供  

7-1 方針  

  7-1-1 基本方針  

船 で 島 に 渡 り 、 多 く の 人 に と っ て の 日 常 か ら 離 れ た 場 所 を 巡 っ て

い く こ と が 芸 術 祭 の 醍 醐 味 の ひ と つ で す が 、 船 旅 ・ 島 旅 に 馴 染 み の

な い 来 場 者 に と っ て は 、知 識 や 情 報 、経 験 の 少 な さ か ら 、心 理 的 な 不

安 を 感 じ る 面 も あ り ま す 。 そ の た め 、 来 場 者 の ニ ー ズ に 応 じ た 十 分

な 情 報 を 、 来 場 者 が 事 前 に 計 画 を 立 て る 段 階 や 、 実 際 に 現 地 を 訪 れ

て か ら な ど 、 時 期 に 応 じ て 適 切 に 提 供 で き る 体 制 を 整 え 、 ス ム ー ズ

に 島 々 や 作 品 を 巡 る こ と が で き る よ う に し ま す 。  

 

  7-1-2 取組みの概要  

イ ン タ ー ネ ッ ト や ガ イ ド ブ ッ ク を 通 じ て 、 芸 術 祭 を 巡 る た め に 必

要 な 情 報 を 来 場 者 が 事 前 に 入 手 で き る よ う に す る ほ か 、 現 地 を 訪 れ

た 来 場 者 に は 、モ バ イ ル ア プ リ な ど に よ り 巡 り 方 や 作 品 の 開 館 情 報 、

イ ベ ン ト 情 報 な ど の 情 報 提 供 を 行 え る よ う に 検 討 し ま す 。  

ま た 、 会 場 と な る 島 々 や 高 松 港 、 宇 野 港 等 に は 案 内 所 を 設 置 す る

な ど 、情 報 の 提 供 や 問 い 合 わ せ へ の 対 応 が 行 え る 環 境 を 整 備 し ま す 。 

な お 、 こ れ ら の 検 討 の 際 に は 、 海 外 か ら の 来 場 者 も 増 加 し て い る

こ と を 踏 ま え 、 外 国 語 対 応 に つ い て 考 慮 し ま す 。  

 

7-2 公式ウェブサイト  

公 式 ウ ェ ブ サ イ ト に 、 芸 術 祭 に 関 す る 情 報 を 集 約 し 、 来 場 者 が 得

た い 情 報 を ５ ヵ 国 語（ 日 本 語 、英 語 、中 国 語（ 簡 体 字・繁 体 字 ）、韓

国 語 ）で 、総 合 的 に 発 信 し ま す 。ま た 、モ バ イ ル 用 ア プ リ な ど と 連 携

し 、 来 場 者 が 島 を 訪 れ た 際 に 必 要 な 情 報 を 発 信 し ま す 。  

 

7-3 モバイル用アプリ  

iOS と ア ン ド ロ イ ド OS に 対 応 し た 公 式 ア プ リ を 開 発 し 、会 場 を 巡

る 来 場 者 に 最 新 の 情 報 を 提 供 し ま す 。  

混 雑 情 報 や 交 通 状 況 な ど 緊 急 性 の 高 い 情 報 を リ ア ル タ イ ム で 提 供

し 、ス ム ー ズ に 作 品 鑑 賞 が で き る よ う に す る ほ か 、多 言 語 に 対 応 し 、

増 加 し て い る 海 外 か ら の 来 場 者 に 対 し て も 、 リ ア ル タ イ ム に 情 報 を

届 け ま す 。  
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7-4 紙媒体  

ガ イ ド ブ ッ ク や 船 の 時 刻 表 な ど の 紙 媒 体 に よ り 、 芸 術 祭 の ア ー ト

作 品 情 報 や 交 通 ア ク セ ス な ど の 情 報 を 掲 載 し 、 来 場 者 が 島 を 訪 れ た

際 の 道 案 内 に な る よ う 情 報 提 供 を 行 い ま す 。  

 

7-5 案内所の設置  

芸 術 祭 の マ ザ ー ポ ー ト と な る 高 松 港 を は じ め 、宮 浦 港（ 直 島 ）、宇

野 港 に 芸 術 祭 の 総 合 的 な 案 内 を 行 う イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン セ ン タ ー を

設 置 す る ほ か 、 会 場 と な る 島 々 や 本 土 側 の 港 、 Ｊ Ｒ 駅 等 に 案 内 所 を

設 置 し 、 作 品 や イ ベ ン ト の 案 内 、 交 通 機 関 や 作 品 施 設 で の 混 雑 情 報

な ど 芸 術 祭 に 関 す る 情 報 を 提 供 し ま す 。  

設 置 に 際 し て は 、 前 回 開 催 時 の 状 況 の 分 析 を 踏 ま え 、 地 元 市 町 等

と 連 携 し な が ら 、効 率 的 な 開 設 時 間 、人 員 配 置 を 検 討 し ま す 。ま た 、

増 加 し て い る 海 外 か ら の 来 場 者 へ の 厚 み の あ る 対 応 を 図 る た め 、 外

国 語 対 応 可 能 な 人 員 の 配 置 や 香 川 県 観 光 協 会 が 提 供 す る 多 言 語 コ ー

ル セ ン タ ー を 活 用 し ま す 。  

           

案 内 所 種 別  業 務 内 容  

イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン

セ ン タ ー  

 ・ 高 松 港  

 ・ 宮 浦 港 （ 直 島 ）  

 ・ 宇 野 港  

・ 芸 術 祭 に 関 す る 総 合 案 内  

・ 各 会 場 の 作 品 や イ ベ ン ト 、 宿 泊 、 交 通  

等 の 総 合 的 な 案 内  

・ 作 品 鑑 賞 パ ス ポ ー ト 、 ガ イ ド ブ ッ ク 、  

グ ッ ズ 等 の 販 売  

・ 重 点 的 な 外 国 語 対 応  

・ Wi-Fi 環 境 の 整 備  

・ 観 光 地 等 の 案 内  

案 内 所  

 ・各 会 場 の 島 や 本 土  

側 の 港 、Ｊ Ｒ 駅 等  

・ 島 内 の 作 品 や イ ベ ン ト 、 宿 泊 、 交 通 等  

の 案 内  

・ 作 品 鑑 賞 パ ス ポ ー ト 、 ガ イ ド ブ ッ ク 、  

グ ッ ズ 等 の 販 売  

・ 外 国 語 対 応 （ コ ー ル セ ン タ ー の 活 用 を  

含 む ）  

・ Wi-Fi 環 境 の 整 備  

・ 観 光 地 等 の 案 内  

ナ ビ ス ポ ッ ト  

 ・ 来 場 者 の 動 線 上 、 

上 記 案 内 所 を 補

足 す る と こ ろ  

 

・ 島 内 の 作 品 や イ ベ ン ト 、 宿 泊 、 交 通 等  

の 案 内  

・ Wi-Fi 環 境 の 整 備  
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7-6 スケジュール  

 

 

11月

2018 2019

10月9月4月 5月 6月 7月 8月 4月 5月 6月 7月10月 11月 9月12月 1月 2月 3月 8月

案内所の適正な開設時間、人員等を検討 案内所運営事業者の選定 マニュアル整備

■案内所設置

スタッフ研修事業者との詳細協議

市町等関係者との調整 必要物品の準備使用施設の許可等

■公式アプリ公開
アプリ開発

市町等関係者との調整

ガイドブック掲載情報の集約 校正

■ガイドブック発行
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第８章  芸術祭サポーター  

8-1 方針   

ア ー テ ィ ス ト と 地 域 を つ な ぎ 、 作 品 と 来 場 者 を 結 ぶ 役 割 を 担 う 重

要 な 存 在 と な る の が 国 内 外 か ら 集 ま る サ ポ ー タ ー で す 。 作 品 制 作 や

会 期 中 の 作 品 や イ ベ ン ト の 運 営 、 会 期 外 に お け る 島 の 地 域 行 事 へ の

参 加 な ど 、 日 本 全 国 、 世 界 中 か ら 多 く の サ ポ ー タ ー が 関 わ っ て 芸 術

祭 を 盛 り 上 げ る こ と が で き る よ う 、 関 係 組 織 の 育 成 や 連 携 に 取 り 組

み ま す 。  

8-2 ボランティアサポーター「こえび隊」  

  8-2-1 取組みの概要  

芸 術 祭 2010 の 際 に 組 織 さ れ た ボ ラ ン テ ィ ア サ ポ ー タ ー 「 こ え び

隊 」が 引 き 続 き 芸 術 祭 を 支 え ま す 。こ え び 隊 事 務 局 機 能 を 担 う「 NPO

法 人 瀬 戸 内 こ え び ネ ッ ト ワ ー ク 」 が 中 心 と な り 、 各 種 メ デ ィ ア や Ｓ

Ｎ Ｓ を 活 用 し 、広 く「 こ え び 隊 」へ の 参 加 を 呼 び 掛 け 、既 に 活 動 し て

い る「 こ え び 隊 」メ ン バ ー に は 、継 続 的 な 活 動 の 中 で 、新 し い 参 加 者

へ の 情 報 共 有 や 、ア ド バ イ ス な ど 活 躍 の 幅 を 広 げ て も ら い 、「 こ え び

隊 」 の 一 層 の 育 成 ・ 強 化 を 目 指 し ま す 。  

 

  8-2-2 具体的な取組み  

「 こ え び 隊 」 が 芸 術 祭 サ ポ ー タ ー の 中 心 と な り 、 地 域 サ ポ ー タ ー

や 企 業 サ ポ ー タ ー 等 と 協 力 し な が ら 、 芸 術 祭 や 地 域 に 深 く 根 ざ し た

活 動 を 通 し て 、 島 と 人 を つ な ぎ ま す 。  

会 期 前 に は 、 ア ー テ ィ ス ト や 地 域 住 民 と 作 品 制 作 に 取 り 組 み 、 会

期 中 に は 、 作 品 受 付 や 島 内 ガ イ ド を 行 う な ど 、 来 場 者 が よ り ス ム ー

ズ に 充 実 し た 作 品 鑑 賞 が で き る よ う 案 内 し ま す 。  

さ ら に 、会 期 外 に も 、島 の 地 域 行 事 や 文 化 活 動 に 参 加 す る な ど 、住

民 と の 交 流 の 機 会 を 創 出 し 、 地 域 活 性 化 の 取 組 み を 支 え ま す 。  

ま た 、 こ え び 隊 へ の 新 規 加 入 者 を 増 加 さ せ る と と も に 、 す で に 活

動 し て い る こ え び 隊 メ ン バ ー の ス キ ル ア ッ プ を 図 る た め に 、 勉 強 会

や ミ ー テ ィ ン グ を 開 催 し 、 芸 術 祭 の 趣 旨 や こ え び 隊 の 活 動 内 容 に つ

い て の 理 解 を 深 め 、 作 品 や 島 に 関 す る 知 識 の 習 得 を 目 指 し ま す 。  

 

8-3 地域サポーター、企業サポーター、学生サポーター  

  8-3-1 取組みの概要  

地 域 住 民 や 地 元 企 業・団 体 、学 校 な ど 、地 域 を 最 も よ く 知 る 人 た ち

が 芸 術 祭 に 関 わ り 、支 え て く れ る こ と が 、来 場 者 へ の お も て な し や 、

継 続 的 な 地 域 活 性 化 の 観 点 か ら 重 要 で す 。 前 回 の 芸 術 祭 で は 、 多 く
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の 地 域 住 民 が 作 品 の 制 作 に 始 ま り 、 受 付 や 島 を 挙 げ て の お も て な し

に 参 加 し 、ま た 、企 業 ボ ラ ン テ ィ ア の 方 も 作 品 受 付 に 加 わ り 、来 場 者

と の 交 流 を 深 め ま し た 。 今 回 も 引 き 続 き 、 地 域 に お け る サ ポ ー タ ー

を 増 や し て い く 取 組 み を 行 っ て い き ま す 。  

 

8-3-2 具体的な取組み  

地 域 住 民 の 方 に 向 け て 、 学 校 や 公 民 館 な ど で 説 明 会 を 開 催 し 、 芸

術 祭 サ ポ ー タ ー へ の 参 加 を 働 き か け ま す 。  

サ ポ ー タ ー 活 動 を 行 う こ と が 、 ア ー ト を 通 じ た 地 域 振 興 を 学 び 、

来 場 者 や 島 民 と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 図 る 場 と な る こ と か ら 、 香

川 ・ 岡 山 の 大 学 を 中 心 に 、 イ ン タ ー ン シ ッ プ や 履 修 科 目 の 一 環 と し

て の 学 生 の 参 加 を 働 き か け て い き ま す 。  

地 元 の 企 業 や 団 体 を 訪 問 し 、 芸 術 祭 の 趣 旨 や サ ポ ー タ ー 活 動 の 重

要 性 に つ い て 説 明 し 、 サ ポ ー タ ー 活 動 へ の 参 加 を 働 き か け ま す 。  
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8-4 スケジュール  

 

 

11月9月12月 1月 2月 3月 8月

2018 2019

10月9月4月 5月 6月 7月 8月 4月 5月 6月 7月10月 11月

サポーター募集・登録

サポーターミーティング等（１回／２ヵ月程度）

芸術祭運営サポート

作品制作サポート

地域や企業に対する説明会

企業・大学等訪問

芸術祭運営サポート 芸術祭運営サポート

作品制作サポート 作品制作サポート
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第９章  連携・コラボレーション  

9-1 方針  

芸 術 祭 の 盛 り 上 が り は 、 今 や 会 場 の 島 々 だ け に と ど ま り ま せ ん 。

さ ま ざ ま な 主 体 が 芸 術 祭 に 呼 応 し て 行 う 取 組 み が 、 全 国 、 世 界 に 広

が り つ つ あ り ま す 。  

プ ロ モ ー シ ョ ン 活 動 な ど に お け る 企 業 等 と の 連 携 、 瀬 戸 内 エ リ ア

や 香 川 ・ 岡 山 エ リ ア で 行 わ れ る 文 化 事 業 と の 連 携 に よ り 、 瀬 戸 内 国

際 芸 術 祭 の 発 信 力 を 高 め て い き ま す 。  

 

9-2 寄付・協賛等   

9-2-1 取組みの概要  

芸 術 祭 の 趣 旨 に 賛 同 し て い た だ け る 個 人 や 企 業 等 か ら 寄 付 ・ 協 賛

を 募 り 、 芸 術 祭 と 社 会 と の つ な が り を 広 げ て い き ま す 。  

 

9-2-2 寄付募集の取組み  

芸 術 祭 の 趣 旨 に 賛 同 す る 個 人 か ら の 寄 付 を 募 集 し ま す 。 ウ ェ ブ サ

イ ト や チ ラ シ に よ る 案 内 の ほ か 、 企 業 ・ 団 体 を 通 じ た 個 人 へ の 働 き

か け や 、ふ る さ と 納 税 や ク ラ ウ ド フ ァ ン デ ィ ン グ の 仕 組 み を 利 用 し 、

幅 広 い 層 か ら 寄 付 を 募 り ま す 。  

 

9-2-3 協賛募集の取組み  

芸 術 祭 の 趣 旨 に 賛 同 す る 企 業 に 対 し 、 現 金 、 現 物 提 供 に よ る 協 賛

を 募 り ま す 。 よ り 多 く の 協 賛 を 得 ら れ る よ う 、 協 賛 金 額 に 応 じ た 特

典 の 仕 組 み を 検 討 し ま す 。  

 

9-2-4 企業等パートナー制度  

前 回 に 引 き 続 き 、 一 定 金 額 以 上 の 協 賛 や 独 自 の 事 業 に よ り 支 援 し

て い た だ け る 企 業・団 体 を「 瀬 戸 内 国 際 芸 術 祭 パ ー ト ナ ー 」と 称 し 、

さ ま ざ ま な 形 で 連 携 を 行 う こ と に よ り 、相 互 の 協 力 関 係 を 築 き ま す 。 

 

9-3 他の文化・芸術事業との連携  

  9-3-1 県内連携事業  

香 川 県 内 の 市 町 や 団 体 が 実 施 す る 建 築 ・ ア ー ト を 主 体 と し た イ ベ

ン ト な ど 、相 乗 効 果 が 期 待 で き る 事 業 と 連 携 し 、芸 術 祭 の 来 場 者 が 各

イ ベ ン ト を 巡 る よ う 促 す こ と で 、 芸 術 祭 の 開 催 効 果 を 広 く 波 及 さ せ

ま す 。  
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  9-3-2 他地域で開催される国際芸術祭との連携  

ア ジ ア 諸 国 を は じ め と す る 世 界 各 国 と の つ な が り を 一 層 強 め て い

く た め に 、 国 内 外 で 開 催 さ れ て い る 国 際 芸 術 祭 と 連 携 し 、 相 互 広 報

を 実 施 し ま す 。  

 

  9-3-3 美術館等との連携  

瀬 戸 内 ア ー ト ネ ッ ト ワ ー ク 推 進 協 議 会 の 構 成 団 体 が 実 施 す る 独 自

企 画 と 連 携 し て PR す る こ と に よ り 、文 化・芸 術 に よ る 地 域 活 性 化 を

広 域 的 に 促 進 し ま す 。  

 

 

9-4 割引協力施設  

芸 術 祭 会 期 中 、 作 品 鑑 賞 パ ス ポ ー ト の 掲 示 で 、 入 場 割 引 や プ レ ゼ

ン ト な ど の 特 典 が 受 け ら れ る 割 引 協 力 施 設 を 募 集 し 、 来 場 者 の 利 便

性 向 上 に 努 め ま す 。  
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9-5 スケジュール  

 

 

 

11月12月 1月 2月 3月 8月

2018 2019

10月9月4月 5月 6月 7月 8月 4月 5月 6月 7月10月 11月 9月

企業に対する協賛要請・個人寄付等の募集

県内連携事業募集 県内連携事業開始

他の芸術祭との連携協議 他の芸術祭との連携

瀬戸内アートネットワーク推進協議会との連携
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第 10 章  チケット、グッズ開発  

10-1 方針  

10-1-1 基本的方針  

来 場 者 に で き る だ け た く さ ん の 島 を 巡 り 、 多 く の 作 品 を 楽 し ん で

も ら え る よ う な 利 便 性 の 高 い チ ケ ッ ト 制 度 を 検 討 し ま す 。 ま た 、 芸

術 祭 の 思 い 出 を 持 ち 帰 る こ と が で き る よ う 、 魅 力 の あ る グ ッ ズ の 開

発 を 検 討 し ま す 。  

 

10-1-2 取組みの概要  

過 去 の 芸 術 祭 で の 来 場 者 の チ ケ ッ ト 利 用 状 況 な ど を 検 証 し 、 利 用

者 の ニ ー ズ に 対 応 し 、 よ り 分 か り や す く 利 用 し や す い チ ケ ッ ト の 仕

組 み を 検 討 し ま す 。  

グ ッ ズ に つ い て も 、 過 去 の 販 売 状 況 な ど を 分 析 し な が ら 、 オ フ ィ

シ ャ ル グ ッ ズ の 開 発 や 、 関 連 商 品 の 取 扱 い を 検 討 し ま す 。  

 

10-2 チケット  

10-2-1 制度概要  

作 品 鑑 賞 パ ス ポ ー ト は 、 海 外 か ら の 来 場 者 の 増 加 な ど に 伴 う 多 様

な 旅 行 形 態 に 対 応 す べ く 、3 シ ー ズ ン す べ て 有 効 な も の と 、1 シ ー ズ

ン 限 り 有 効 な も の の 2 種 類 を 用 意 し 、 購 入 し や す い 価 格 を 検 討 し ま

す 。  

パ ス ポ ー ト の 販 売 管 理 及 び 販 売 チ ャ ン ネ ル の 充 実 を 図 る た め 、 チ

ケ ッ ト 管 理 セ ン タ ー を 設 け ま す 。  

単 体 で 作 品 を 鑑 賞 す る 場 合 の 個 別 鑑 賞 料 は 、 作 品 に 応 じ て 適 正 に

設 定 し ま す 。  

10-2-2 販売方法  

大 口 割 引 や ツ ア ー 商 品 へ の パ ス ポ ー ト の 組 込 み な ど を 検 討 し 、 販

売 促 進 に つ な げ ま す 。海 外 か ら の 来 場 者 の 増 加 に 対 応 す べ く 、海 外 か

ら 購 入 で き る イ ン タ ー ネ ッ ト 販 売 サ イ ト や 海 外 の 旅 行 会 社 ・ 航 空 会

社 な ど で の 販 売 を 検 討 し 、 海 外 か ら の 来 場 者 が 購 入 し や す い 環 境 を

整 備 し ま す 。  

 

10-3 グッズ開発  

こ れ ま で 販 路 ・ 販 売 期 間 が 限 ら れ て い た グ ッ ズ の 販 売 戦 略 を 再 考

し 、 販 売 機 会 を 増 や し て 、 よ り 来 場 者 の 手 に 届 き や す く し ま す 。  

ま た 製 作 か ら 在 庫 管 理 ま で を 一 体 的 に 行 い 、 収 益 の 最 大 化 が 図 ら

れ る よ う 流 通 の 仕 組 み を 改 善 し ま す 。
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10-4 スケジュール  

 

 

   

11月

2018 2019

10月9月4月 5月 6月 7月 8月 4月 5月 6月 7月10月 11月 9月12月 1月 2月 3月 8月

チケットセンター準備 チケットセンター開設

作品鑑賞パスポート詳細発表
作品鑑賞パスポート発売開始（引換券） 作品鑑賞パスポート発売（実券）

グッズ委託事業者決定 販売戦略協議 製造期間

販売開始
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第 11 章  地域への波及  

11-1  方針  

芸 術 祭 の 開 催 を 契 機 に 、地 元 の 住 民 が 中 心 と な り 、会 場 付 近 の 清 掃

活 動 や 地 元 の 食 の 提 供 、来 場 者 へ の 島 内 ガ イ ド な ど 、地 域 の 活 性 化 に

つ な が る 取 組 み が 各 島 で 行 わ れ る よ う に な り ま し た 。 こ う し た 活 動

が 一 過 性 の も の と は な ら な い よ う 、 幅 広 い 世 代 に わ た り 継 続 し て い

く 機 運 を 高 め る 取 組 み を 行 っ て い き ま す 。  

 

11-2  島間交流  

11-2-1 取組みの概要  

芸 術 祭 の 会 場 と な っ て い る 島 の 住 民 が 他 の 島 を 訪 れ 、 他 の 島 の 取

組 み の 好 事 例 を 参 考 に し て も ら う と と も に 、 島 お こ し の 取 組 み な ど

に つ い て 情 報 交 換 を 行 う こ と で 、 島 と 島 と の 間 に お け る 人 的 ネ ッ ト

ワ ー ク の 形 成 を 支 援 し ま す 。ま た 、そ こ で 生 ま れ た ネ ッ ト ワ ー ク を も

と に 、 住 民 が 主 体 と な っ た 地 域 活 動 の 活 性 化 を 図 り ま す 。  

 

11-2-2 具体的な取組み  

島 の 活 性 化 に つ な が る 活 動 を 行 っ て い る 人 、 活 動 の 意 思 が あ る 人

を 中 心 に 募 集 し 、 各 島 で 継 続 し て 公 開 し て い る 作 品 の 鑑 賞 の ほ か 、

ART SETOUCHI イ ベ ン ト や 地 元 で 開 催 さ れ る イ ベ ン ト な ど に 参 加 し 、

地 元 住 民 と 交 流 す る 時 間 を 設 け ま す 。  

ま た 、芸 術 祭 2019 の 開 催 に 合 わ せ 、季 節 に 応 じ て 各 島 で 訪 問 団 を

結 成 し 、 他 島 の 住 民 同 士 が 交 流 す る 場 を 設 け ま す 。  

 

 

11-3 学校との連携  

小 ・ 中 学 生 か ら 大 学 生 ま で 、 芸 術 祭 に 関 わ る 課 外 活 動 の 実 施 を 促

進 す る こ と に よ り 、次 代 を 担 う 若 者 や 子 供 達 が 、地 域 の 課 題 に ふ れ る

と 同 時 に 、 世 界 と つ な が る 機 会 を 創 出 し ま す 。  
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11-4 スケジュール  

 

 

 

11月9月12月 1月 2月 3月 8月

2018 2019

10月9月4月 5月 6月 7月 8月 4月 5月 6月 7月10月 11月

11/4開会式

島間交流事業詳細内容検討 島間交流事業実施 島間交流事業実施島間交流事業詳細内容検討

各学校との調整 学校との連携事業実施
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第 1２章  収支計画  

 

 

○収　入

H29 H30 H31（見込） 計

負担金 24 297 297 618

28 52 75 155

4 113 17 134

1 22 253 276

1 1 1 3

96 90 216 402

翌年度繰越金※ △ 113 △ 236 － △ 349

41 339 859 1,239

○支　出

H29 H30 H31（見込） 計

19 195 481 695

22 119 344 485

広報活動費 13 76 86 175

交通対策費 0 2 22 24

会場等運営費 3 23 219 245

事務局運営費 6 18 17 41

チケット・グッズ等制作費 0 22 30 52

0 3 4 7

41 339 859 1,239

内　　　　　　容

寄付金・協賛金

チケット等販売収入

（単位；百万円）

その他

※ART SETOUCHI運営費への繰出金を含む。

運営活動費

支　　出　　計

予　　備　　費

前年度繰越金

収　　入　　計

内　　　　　　容

アートプロジェクト費

補助金・助成金



   

 

 

（参考）  全体スケジュール  

 

11月

全体、作品制作

受入環境の整備

広　報

来場者への情報提供

芸術祭サポーター

連携・コラボレーショ ン

チケット・グッズ開発

地域への波及

2018 2019

10月9月4月 5月 6月 7月 8月 4月 5月 6月 7月10月 11月 9月12月 1月 2月 3月 8月

11/4閉会式■■4/26開会式

航路拡充に関する船会社等との調整 海上交通の運用等に関する調整

島内交通と本土側アクセスの拡充に関する関係者との調整

船便事前予約サービスの紹介
船会社における導入検討 導入準備 試験導入

■事前予約サービス導入

春会期 夏会期 秋会期

案内所の適正な開設時間、人員等を検討
案内所運営事業者の選定 マニュアル整備

■案内所設置

スタッフ研修事業者との詳細協議

市町等関係者との調整

契約準備

必要物品の準備使用施設の許可等

サポーター募集・登録

サポーターミーティング等（１回／２ヵ月程度）

芸術祭運営サポート

作品制作サポート

地域や企業に対する説明会

企業・大学等訪問

芸術祭運営サポート 芸術祭運営サポート

作品制作サポート 作品制作サポート

企業に対する協賛要請・個人寄付等の募集

県内連携事業募集 県内連携事業開始

他の芸術祭との連携協議
他の芸術祭との連携開始

瀬戸内アートネットワーク推進協議会との連携

チケットセンター準備 チケットセンター開設

作品鑑賞パスポート詳細発表

作品鑑賞パスポート発売開始（引換券） 作品鑑賞パスポート発売（実券）

グッズ委託事業者決定 販売戦略協議 製造期間 販売開始

11/4開会式

公式ウェブサイト・公式SNSによる情報発信

メディア向け広報

■

企画発表会（東京）

■
公式ウェブサイトリニューアル

ビジュアル検討

■

ビジュアル発表

■公式アプリ公開

アプリ開発

ガイドツアー実施 ガイドツアー実施 ガイドツアー実施 ガイドツアー実施ガイドツアー実施詳細内容検討 詳細内容検討 詳細内容検討 詳細内容検討 詳細内容検討2019全体内容検討

11/4開会式

島間交流事業詳細内容検討 島間交流事業実施 島間交流事業実施島間交流事業詳細内容検討

各学校との調整 学校との連携事業実施

開幕直前展（東京）

■

ＡＲＴＳＥＴＯＵＣＨＩ活動

作家選考

■

企画発表会（東京）

作品制作

ガイドブック掲載情報の集約 校正

■ガイドブック発行

現地見学・作品展開場所の検討・調整


